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第6回宇宙開発委三会定例会議議争要旨

議題q郷貯二三委触定例弓馬嬰旨の確
　　　　　　　認一d　　．　　　　　　　　’　　隔　［

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ノ　　　　　　㈲脚43三三欲襯・ケツ嘆駅結勅
　　　　　　　報告　、・　　　　　●　　　　　　　〆’
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　　　　　調第7回マケ7ト批撫脚結，
出席者

　委負長代壇‘山県昌一夫
　　　　　
委　　　負　’関．　・霧11長一　…．，

．筆　 負　大一野’勝三，

・委＝一 ﾑ　吉．識，’雅天

　関係行政機関戯負　　　　　＼

　、科学技術事務次官剛　，　　　・・．　藤　波　疸　雄

　　科学同庁研究纏局長’．石川岳夫一
　科学技術庁珊珊纏局宇宙醗参賦し　・．
　　　　　　　　　　　　　　　　・一心敷’宗．登　／
　科学技術庁宇宙開発推進本部総括開発官　一　　雫

　！　．・㌧貯・　・二二泰弘
螂省零学乱騰議官（脚凹凹学際）

速京太撫航空衡搬町村・馳
導醐臣官脚（三熱灘空脚武聲

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　＼
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、

　　　　　運輸省：大臣官房参嶺官（代理：官房政策課
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　／清　水　正　義）

　　　　　気象庁；総務部長（代埋3観測部高彫課

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　中　村　　　繁），

　　　　　海上保安庁醐務部長（代埋3水路部編暦課

　　　　　　　1　　　　　・　　　・脚崎・．．昭）
　　　　　郵政省電波三門局審蹴自（代埋＝電波監二二技術調査課

　　・’　　　・　・　　　’　　　・植　甲　政司）

　　　　摯，務　局

　　　　　科学聯脚糊踊霜鋼瀬中野正登｝他，o
＼5澗翻心’． @　．’．「．，こ㌧
　　　委6一1　第5回宇雷曲発委負芸定例芸毒議事要旨

　　　委6一・2　初上げ実駅結果の慨要

　　　委6－3　陥和43年度第2次観河ロケット実駅結果　一・

6識鞭旨‘ @　　・一．rrげ　、＝
　　①照和43年度第欲翻・ケヅ隈駁結果の報告・　嶋

　　　　野村．東京大学宇宙蘭曲研究所教授から昭和43年度第2次

　　　酬・”ッ喫騰果職告があ㍗のち・数嬢敵対し、　．1
　　　資のよう備割織∫あったd砥　　，、’・＼バ

　　　○今回打上げ臓功した，PT－一槻。一∠仔エ・二獺射に』ノ○バ

　　　　よや推力方向制御の実鹸を目的ζして姶るbl

　　　ご二騨は・これ門下螺駿r行拳って養1た力鞭

　　　　しよう試鹸を行な？たの嫁今軍がはじめてである6

　　勧卿回・列ト打上げ実繭果の結，

　　　　黒田　宇宙開発推進本部灘括開肇律から第7回ロ畠ゲツF虹上

　　　喋駅精果について縮かあっ腸毯茸蟹醐レ豚
　　　のような補足説明ゆあった。　　以　　　　　・　　・

　　　、　　　　、　　　　’　　．昌　一　．＼／



　　φ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1　　　　’

　　　　　　○・LS二σ型1号機の到達高度と水平飛しよう距離は、’まだ、

　　　　　　　明らかでない。これほ第／段目固体ロケットが発射5秒後に

　　　　　　推力を失ない・実写の即しよう経路が所期のもρに志してか

　　　　　　　なり変わったため、レーダーたよ’b角度測定が確実にばでき

　　　　　一！なかったためである。しかし、現在く光学測定、テレメータ

　　　　　　　その徹より観れたチータをもζに噺を行加て籾・・

　　　　・網直は鋤できやも9ζ恵う・・汀一
　　　　綱インテルサヅト三門に対す翻処芳鍬うい聯明．

◎　　三脚ら・インテルサ．外全二二回す三田方針や
　　　　　　いてヤ中馬鞭告が行なわ典π。　　　　　　　　　　　　　l

　　　　　　　　　　　　　　　　l　　　　　　　　　　　’　　　　　　　　　　　　・　　　　　　　　　’　　　　　　　　　！
　　　　　　　　　・ノ　　　　　‘　　　　　　　　　’　　　　　　　　　　　　　　　　，　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・　　　、

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　鮨

　　、1科戦●伽委員会の麟縄のあらまし

　却ノ回食期ζ／962’年5貞）科学枝術ノト季員会（以下料枝ノト季ヒ田各す2の本会議

1くぞいて脚緬燐簡単ろニヒ岬砿，．
　　　　／、；二三の交換　　　’●

　　　　え．国1陳1協力の奨ノ動　、

　　　　3．国朧毘導灯ケッド無げ簸　　　　　　’

　こ匹らの向題につし⊃では、身5回三月ま覧3博続き犠銀ざ岨知Yうが」ヤ疋回公三

三比幽の外…＝教袖ポ多痢練∴「軸触の灘的能燃」く但｝し．後

・勧醗鰍3回鋼ま砺く議瞭し伽えら礁郊三会駄噺たに法鋤＼・
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ヘ　　ドロ騒会似下、法4・委と略わの聯）嫁9，r与宙室向の厳」6電加甑之
　　　　　　　　　　　　　　　　　し．ん！厚

　　　　　　　　’・：●・∫．　　　．　　　●　　　と
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次回蜘（稲回）には．この簸がr融継続しで翻ぐ　ゆ礁・1生承ある騨、

1鱗ゐ姻嬉鋤鰹への鋤白苅する閥Kつ・て・乙．オ嫡さ‘筑ろニヒ揃回の穿

嘩解和利鱗験G灯穿二季と略す）磯回さ照いろ，

／’﨎ﾂ報の」交換ζ　　　　　　冒　’幽　　　　　　

　　軒数同ず磁勧告とセて妖総計繭漏し、て獺即ぐ一目噛

㍑三三輸翻樫旧制ろξろ麟し・．軒縞物砂圭痴りぞ
●の三三まζ晶こと三二恥蜘お’よ．滋雨蒔応和燗’（油画囎

嵐：の活漁況瑚回報髄行⑰二．と恥麟戯（Dる諌三輪期る．は出

記蘇加姻囎加計礁旧知て，～乙・∫⑩勲の目的三三ゲ恥ら
　斥詳レく報岩寸ろ．9より求め．る＝：ヒ二三四し’た、。，

乏　：固際協力の三三

　　剤回蜘稿構面制しぐ芝夕鎚γ・卿3（晦〃〃嬢砿6
　　　　　　　　　　・■　　　　　　　　　　●
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パ勉倒の騨に鰭を記田応｝羽1鰍おい凱紬三三三星の利
剛わいて三三価掠’この分野．について各回〃峰雄進ずるよう．促すご

ζ劉告回ろ・紹回回忌鴨応囹面1伽て航物郷繊
ざら｝併4回会期硝．駅発逸上倒Kお｛ナろ国際協加）鰍K寵して検討髄さ奴

島二φ三三てズコ’ ~ニュケーシξンに鮒碑鯖旧く棚窺注目し
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　デて，粛℃を宅っ諸固や鱒両三K知．朗発塗上国の庇難K合致し妨法とる貌

ず．徽痩人でいる一妬回会期ぐ蜘て臥世界気継視計二ついで多大の

贋讃藤明し，そ‘の活動曝儂尖」三三ず懲であろヒ勧省し乱　そ副ぎづ＼，イ

ラン算によリ’^国連毒三局の専宙室向坦当グノレーフ・の予算収岐の拡大奄ら別欝

晒蝋綴回し誌面キ糊細らの｝鞍ついて験鑓カロ
えろニヒ，ヒなつたっ

』3宙嚇卸測ロ勾ト打上ザ絶設．

　　勘回三州緬琢目鞭測・倣ト打ぜ麟と勘尻ゆ罷オ儒め
　　　　　　　　　　　　　　　　　　ムタリ
　　　　　　　　　　・’■一・　・　　　●　’　　　●
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ら匹渋の設立幽三寸る三顧1乏掲げた．打上髄鋤設嗣轍っ亡》ね、

ω∫川尺の検討腰請する」航インドの抜三厩施設の蓬護｝（注目し，その

通三者って国皇の後援鎌婦よ勘告した。ま励5回鍛歌おいて）ゴアノレ

ぜジチ三巴1礎識への鯉慮羨麦勅騨鹸討レた，
　　　　　　　　　　　　　　　スオ・oンリー》ソ70

4…縮μび訓・練l　u　　．㍗　　　　．・　　・

　　＝隠題K・いてに徽触三三麟オ働蝋1吃融までK行飾
一厳三省の銃・みの乞．レて断ブェローシラプスカラーシジプの彪進字劇妻進

　　　　ヲ．動縮群繍・獅K禍ろ先回）はみ訓鰍麟銚懐の馳．木洋院コン

・一え：ク）協設巻ビ4ぐある，

流享宙室画・め定壊　　　　　．・．’　　一　　　　　　　　　　　　、，

　　　二二μ駅二三雑雛鮒ろヒの点点叙榔撫戴と’き1
　専4尋kわuて軸室同の定訓G気すろ騰と継続して楕ろ訪既の鋤制決，
・　　　　　◎　　・磁～・『　　・●∫



●　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　。

　　　’　三厩っこの向題’Rつτプては、靴レで法・1、委が鱗するこしヒ筋た放その

●　　二三蛇法イ］＼二三三三＼弓長繕傑よせ瀞厳何回御～徽っ．
ノ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　一ノ　　　　　科学餉クライチりア’Kづ3蓄議し、’そ・の報岩亀すろよう，依頼した．・

　　　　　　　⑰聯三三で徽・1＼麹・ぞ三重三蜘旧いで・，こ胴題Kっ凹凸と矯っ

　　　　　　壁正論ヒ民獅峰梱に三寸駅挽回距蘇
　　　　　　　Q紬獅鰍御蝉三四クラ．三三鰯こヒr醍さ
　　　　　　　　ある．・

　　　　　　　⑱・群的ララ例ア｝（・つの《今回轍腰礪概働ろ

　　　　　　　③メンバー矧セ勃磯の鱗1綴立っ麟服鱒ろよう要求寸る　　　’

◎　’三門数鰍鵬な三野期に提鼠さ庶専門1匂の蝋に蘇し
　　　　　　繍料とし．て底プランス旧び力汐のワーキングや・嬉弥に鎚紬室1旬

　　　　　’瀦カレプの叙め勘ホOr’トが紘㌧’　　　…

U吻加ヘー 、●
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インド ?Dノ鍛二瀬微玖縮獅縮およ，獅欄（三寸珊
蓮会議成果のフォローアップとレて一同耳／〃同‘ ﾈ剛・峨穿平季で次の・提紫ξ行

るつた，

の回収ぱ・ぐンフ丙ドと鉄鋤zよ9前記園蓮会議の成県老啓尉る　・ご

・②馴r家よ帰る小回向グノレーフ・揃1ナ次の向題1《ついくアげア乏出す

　ψ鱗己れのパ袖を言同字宙鯛の晦Kつ鰍し・いア仔アとド毛

　　　メソデ「ンヨン旧作ら，せろ　　　　　・

　　Gコ）年ン吻人のフ幻一ソシフ・齢支騒．　●　　　　　　1

ρ卿幽御麟唾噛蜥衛1ぐ6・殉蜘可触回）鹸
’職植攣留攣ご砺の準翫行なゲ
　句麟援助（イ列え．ぱ”ハρ丁．の如：き：施．き最乏設・げみた．めの枝術援助）と三筋

⑦上紀の新だ春活動硬緊㊨齢称局取員の贈険　　　　　，．
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　、
この確パンフレッ’卜硬行Kっ・’いて晩1（解季K抽魂めら町回総

鋼し・鋼飾6姻砿翁璽（顧駅つ6rの鰍鰍次回
　　　　　　　　　　　　　　　　。　　　　・　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・　　　　D
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ひ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　．

　　　　　鋼科回数硝畝ろこ午回った〃　　　’

　　　　　凱七二の瀬（つτ、徹インド輪才躁のバネ1レ羅逸吻ク脇∠∂π欲
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ロ
　　　’欝の鞭繍ぐ轍醗た肋であみ勉姻徽峰嘱謎嚥ろことと含・
　　　　　　’つた．

　　　　　　層な・お＼，　＝：畝らインド提察，．お・ま象皮シエラレオーえ、論玄の詳細ば、科面魂象球7小、委・資

　　　　　鮮備鰍資糊鯵即。飾’㍉・　　’　・∵
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科学技術小委員会の経緯

昭和44年2月

科学技術庁研究調整局

◎

●



●

①

　　第個会期　　　　　　　’玉・濃．

　　　　　　　　　　　2．国際計画ρ奨昂　　　　・

　　　　　　　　　　　3　国際計画の奨励’　∴薬’㌦1

　　　　　　　　・1臨1晶∴．

　第5回会期　　　　　　　一

　　　　　　　　　　　　　　　　　　r1＿　一　’圏　　　、

，



5．参加国数

4．日本代表

5．議　　題

第4回会期

　t　期　　間

　2．場　　所

　5　参加国数

　4．日本代表

　5．議　　譜

第5回会期

　t　期　　間

　2．場　　所

　5　参加国数

　4．　日本代表

　5．議　　題

卿掴、＿．∴・’ @」
松浦虚血　津田　明

t　情報の交換　　　　』　　　　　　　　　　　　1

，2・国際計画の奨励，，：、一戸

5　国際観測ロケット打上げ施設．

4・教育および訓練　　　　；・・．　…　　　ら　．1，　　ド

豆　宇宙実験の潜在的有害勿果（以上第2回会期と同項

　　目）　　．1．・・一∴，　　　　勧

19⇔6年4月1＄日r’，4月・37日

ジュネー・ブ

22山国

・謝　敷　宗　登

t　情報の交換　　　　　　1．

2．国際計画の奨励1：・，

3．国際観測ロケット打上げ施設

4．教育および訓練　　：、

1967年8月28日～9月6・．日

ニユーヨ」一 mい　　　∫’∴　，

23ケ国

松　浦　陽　恵

1．・情報の交換　　　　　・；㌧．

2．国際計画の奨励　　　㌦＿、．

　　　　　　　一2一・

N
，
ノ
｛

◎

3．　国際観測ロケット打上げ施設

4．教育および訓練

5．・宇宙空間の定義・．

　　　一　，　．，、：　2．　問題と勧告㌧．．

　　　本小委員会によって採択、された勧告お・よび問題慮を議題別に示す。，

　　　（勧吉全ヌ：にに．「宇宙空間平和利用委員会に勧告する1≧¢）文が》それぞれ

．　入っているが㌧．以下に鉢原則と∫してそれを省略して記載するみな溶、1第1回

●会期り酷のみは、撚である。　．＿，．、
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・　　　　　　　　　．
　　　　　，　　r　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　，　．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・　6　　　　　●　　　　，

　　　　　　　　　　　　　　　　　　一5r，．



1　情報の交換

　　　く第り回会期〉

　宇宙空間平和利用委員会は、国連事務総長ゐ協力のもとに事務局の機能を

充分に利用し、

　（1）国連総会決議1721（X「更）の目標に添う、最も利益のある方法に

　　おいて国、地域機構あるいは国際問における平和目的の宇宙研究および

　　探査計画あるいはこの分野の政府、非政府国際組織の活動に関し、自主

　　的に報告された情報を編集してまとめること。

　　　この様な情報は関係国の便を図り、なるべく表の形態にまとめ、常に

　　up　to　dateなものとすることが望まし、・。

　⑪　衛星トラッキングおよびテレメトリ・：施設観測ロ．ケット打上げ用小規

　　模施設を建設するために必要とされる技術情報、あるいは他の有益な技

　　術情報資料を加盟国に凹角ざぜ：るよ●う・、’COSPAR、　UN：ESGOあ

　　るいは外の適当な国際機関に要請すること。

　㎝）cσS・PA珪自体の活動と丸世界ゴケヅド衛星データセシメ鎗の活動

　・忙関1するC℃s：PAR・の情報をカロ盟薗た和用ぎぜるた1あklC’0ンSPAR・’

・・1 ﾆ協議を行ない、・ま売：すべ・そめ加盟国に対し定嬬的たGlO　S’P五R

　　Inf・士m。ti・n　Bu・1・tim・を禾U用さ蛎’よう’にICOSpA’R・

　　と折衝すること。

　　　〈第2回会期〉’

1）．，宇宙空間平和利用委員会は、総会決議1721（XVI）および18

　02（XV皿）による国別宇宙開発計画に関する情報の自発的提供の要請

　についてすべての加盟国の注意を喚起すること。

2）　上記の情報を未だ提出していない国に対してその促進を求めること。

一4・・」咀”

　　　　　5）　宇宙空間平和利用委員会は、宇宙開発ゐ現段階忙お～・ては、情報ρ交’

　　　　　換た関して、’COSPARや世界仁ケット衛星データセンター’（World

　　　　　　Data　Centcr　forRoぜkets　and　Satellites）に提

　　　　　　出されセいる報告などの例に見られ：るよケに、他にも有用なチャネルが存

　　　　　在しているので、これらによる情報交換の促進の重要性を認めること。

　　　　　4）　宇宙空間平和利用委員会は、国連、その専門機関、その他宇宙空間の

　　　　　平和利用に関連する他の国際機関の活動と能力についてのワーキソダ・ぺ

嚇●一ん雄成すること。

　　　　　　宇宙空間平和利用委員会は、また、これらの報告または他め信頼し得る

　　　　　　方面から得られる情報を基礎として1各カロ盟薗に対し、宇宙開発平和利用

　　　　　委員会が正当な承認を行ったのちに配布するたあ’た、薗別および国際協力

　　　　　　による宇宙活動に関するサマリーを準備する可能性について考慮し、これ

　　　　　　にコメγトを加え．ること。

　　　　　5う　宇宙空間平和利用委員会は、宇宙およびその関連分野における文献目

　　　　　録や文献止すいサービスの出所の一覧表を、’加盟国に配布するために作成

　　　　　　すること。

　　　　　　　　〈第5回会期〉
凱●A地域勝機も含め国鰍関から情鞭続けて受取ると共に科学技術小委

　　　　　　員会へそれを提出し」かつそ瓦らを広く利用できるよう適当な形式で編集

　　　　　　するよう、事務総長た要請すること：。

　　　　　B（a｝加盟国が、自発的な意志に基づき、また、読者にとって最も効果的と・

　　　　　　　考えられるような様式で確認協力計画に関する情報を含め宇宙空間平和

　　　　　　　利用についての活動四馬の情報を、毎年続けて提出するよう加盟国に要

　　　　　　　請すること。

三ち一・



（b）事務総長と協力し、事務局の機能と資力を十分に活用し、国家的およ

　び国際協力宇宙活動については2年毎に、また国際協力の全世界的概要

　の総覧を刊行するよう準備すること。

、（c）上記（b）に指摘された内容は、概ね次の種類を含むものとすること。

　　1）宇宙研究のだめの、・国家組織

　　ii）有人宇宙飛行

　　ilD衛星計画（科学衛星、国際的科学衛星、気象衛星、通信衛星）’

　　iv）月および衛星の探査

　　V）観測ロケット

　　vD，テレメータ．とデーター・受信施設

　VID　IQSYとWMS計画のような宇宙関係の寄与

　　vilD国際協力　　　　　　　　 ＿　．一

　　ix）関連地上基地活動

G宇宙活動を行なう加盟国は、国連事務局の宇宙空間グルr・プによって維

　持される図書室に、・各国にとって広い関心を有する宇宙科学技術の目的、

　擬器、成果、応用についての文献を自発的に提出するよう、また加盟国が

　定期的にこれらの取得を知らされて利用できるよう、さらに、図書室にお

δ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　所㌧ら
・いてこの分野の、鮪い・文献の図書騰の鞭を定期的酢成する・こと・切∫【』

Dてa）∴必要に応じ専門機関と協議のうえ、事務局の機能と資力を十分に活用

　　し、宇宙活動の目的および将来性を一般に理解せしめるには、いかなる

　　資料が現存しまた：は必要とされるか、どうずれば、新レい資料が利用で

　・きるか、’もし必要ならば、多分パンフレット、シワリーズかまたはハン

じ　ドブッ填ク形式になるであろう・泰その形式、および費用を含めて考えぐ事

　　務局の結論と勧告を本小委員会に報告するよう事務総長に提案すること。

一6一

　（b）事務局の機能ζ資力を十分に活吊レ・C，OSP4耳に対して技律マ・ニ

　　ュアルの準備の現状を質し・．この技御卒献の刊行なら賢に配布を促進す

　　るにはどうすればよいかを考え悲心塗結論セ勧告を含めて㍗事務局の見

　　解を本小委員会に報告するよう事務総長に要求すること。

：E　モスコ｝、ワシントン、スローの世界データーセンターの、Pケットお

　よび衛星にζるデータrを加盟各国の科学者が・その研究ρために・利用

　し得る事について、カロ盟国の注意を喚起するζと・．

F事務搬と協九事務局の機能と資力鯖用し丸加盟国の科学都島

．レて開放された宇宙会議ならびにシ．ソポジウムの情報を取心しヤかかる機

　今を加盟国に定期的に通報すること。

G　総会決議147∫零．（XIV）に息み・適当な国際機関と協議の後・国連

　の援助あ下に、1967年、宇宙空間の探査ならびに平和利用に関する国冒

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　際会議を組織することが有効であるかどうか考慮すること・

　　，＜第4回会期＞

15・宇宙空間平和利用委局会の第3．回会議でなさ塾た勧告に従、＼事務局

　は総会決議1724（XV【）及び1802（XV皿）に応えてメンバー諸国
　へ
　により提供された報告、および、国＝連、専門機関、その他の有資格団体の

　宇宙活動および資産についての報告に基づき、国家ならびに国際協力宇宙9

　計画調査を準備した。また・宇宙活動㊧目的と潜在的可能性を一般に理解

　させるためρ手段につ～・r（n事忌総琴から自尊が畢出された。小委員会は

　感謝の念をもってこれらの報告を受理pた。

1：6．！41委員会嫡事務局による2？の報告（A／AC．105／Cj／L．9及びL．10）

　を関心なも、って検討．し・，事、携局咋直れらをUp－t・脚dateなものとし：・

腰な嬉ろを訂正し・改訂のち宇宙空間平和利用委員会の次期会議に

一7r一
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　て審議されるようにぺ忌「イ＜一・を提出すべきことを’要請した。

1ス、．国家および国際協力宇宙計画（A／麹C・105／C・1／L・10）については、

　小委員会｝さ・将来この報告が事務局により決定される特定の時期までに毎

　年準備されるべきこと、自国の資料を準備することを1欲する国はその旨事

　務局に連下すべきこと・諸国・からかエる通告のない場合・事務局自身が信

　頼すべき筋からの国家報告を準備し、その報告を個々の関連国に提出し承

　認を求めるべきことを勧告した。小委員会はG・OSPARへ・の国家報告が

　これに関連して有用な情報源になることに注意した。

㌻8・国導、専門機関およびその他有資格団体の宇宙活動および資産の調査

　（A准C．105／C．1／L．9）については、小委員会はtめ報告が継続さiるべ

．きことおよび1．N．TELS、AT②如・＜、．宇宙活動に関心ある他の団体をも

，含むように拡大さるべきことを勧告したσ・

12　小委員会は、．国家および国際協力宇宙活動についての僧門が国連お’よ

　ぴ他の国際団体の宇宙活動調査と合本され一巻とされるべきであるとの事

∴務聡長lqよ・る勧告（A／AC・105／C　j／L　12　10節）・に注意したb

．少委員会は資金的には1・陰6’7年に斯る合本を出版すること：にづき国連出

板届によη承認されている旨伝えられた。　　’：…　　　　　　　’

；、，＿〈第5回会期〉．ご；・：．

1・151▽小委員会は事務局匿よ．り・作成された2’つの報告（A／AG・105／C・

　　．1／：L20及び㍉lil訟G」105／L．56・迫加1、追加2∵）を検討し、これ

　らの報吉の価値は大きいと評した。∫

」．｝6∴国家およ駆国際協力宇宙計画についての報告（A！AC．105／L．56）に∫

　関．し ・委員会はも将来‘この報告のために情報を提出するメソ’バー国が

1こ．れらの計画を実施す・る場所ヨ、時、人および目的についての詳細を記載し、・

’一 W1「

争●

》●

｛

この報告の参考資料としての価値を高めるべきこと、お1よびべこの報告は

出来るだけ広範囲に配布されるべきであること、を勧告した。一，

一9・一・



皿　国際協力の奨励

　　　く第1回会期〉　　．’　　㌦　　一　…　　．

1．太陽活動極小期国際観測年（IQSY）の計画

　　宇宙空間平和利用委員会が、IQSYとして知られている太陽活動極小

　期に新し、・国際科学協力計画を立案するに当り、ICSUによってとられ

　た最近の活動を賛意をもって注目することを勧告する。

2．世界磁気研究計画

　　太陽活動の最も小さく、従って地球磁界の乱れのない時期を逃すことな

　く、正確な磁界の測定を行なうことは有意義である。

　　世界磁気調査（WMS）がICSUにより設立されることに対し、また

　その計画の宇宙研究分野においてGOSPARが予備的な活動を実施する

　ことに対し、賛意をもって注目することを勧告する。

　　また、加盟国や科学機関に対し、WMSの期間を通じて世界データセン

　ターを設立し、正確でタイ甲ムリーな情報の伝達を行なうために・その様な

　資料を収集し流布することを勧めることを勧告する。

3．Pynoptic　RocketおよびPolar　Cap：Experiments計画

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　｛

　宙空間平和利用委員会が加盟国に対して国際科学計画の活動と．してこの計

　画を実施するよう要請することを勧告する。

4．．宇宙通信分野における国際協力計画

　　宇宙空間平和利用委員会が、加盟国に対して、ITUの研究、各種計画

　あるいはそれらの目的に対する指唆に注意を向けさせることを勧告する。

　また技術的な国際協力により、すべての国、特別機関に対し、その経済的

　レベル科学の進展の程度に関係なくして宇宙通信の恩恵を受けることが可

、
、
ソ
円

κ
」

この徽ついてはC・SPARもW・・king　G・・upをもって”な’㌔干（旗●

一モ〔ト

能となる様に適当な処置を構ずることを奨励するよう勧告する。

5．気象衛星における国際協力計画

　・すべての参加国に対し第17回国連総会に提出される魯MOの報告に対

　し建設的な意見を述べうる様に、気象衛星の利用問題や各種の計画につい

て研究することを要請するよう勧告す為。．　　　・

6．科学技術援助、・教育および訓練計画　　　・

　委員会がUNESCOの作業1を奨励、支援レて高度な観測所や研究所に

　おいて科学者や技術者を訓練することにつき、．参加国を援助することを勧

　回する。・

　　　＜第2回会期＞

1）　宇宙空間平和利用委員会は、．ITUが総会決議↑721（XVI）お

　よび1802（XV皿）にこたえ、歪962年5月から↑9圏6・5年4月ま

　での麹問、宇宙空間の平和利用のための宇宙通信の分野において行なって

’．来た研究に関するITU第2駅報告に注目し・

　a）　加盟国と専門機関に、

　　　　宇宙通信の分野にわけるITUの業績（て965年10月に開催さ

　　　れる：EARCの日程議題の作成が高才したこと、：EARCが検討すべ・

　　　き論議に軍波罪文学を加えたこと、・などを含む）につ野て準意を堅起

　　　すること。

　b）　すべての国が、全世界的な無差別の建前によって、国際宇宙通信を

　　　利用し得べきことを認め為こと。　　　　　　　　．：

　C）　宇宙通信の発展におけるITUの技術的な勧告に対称で正当な考慮

．　　を払うこと。

　d）　全加盟国が、第17総会に対する宇宙空間平和利用委員会の報告書

・一Pで一
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川　巳
　
1

　　　に含まれている勧告に従い、全加盟国ぶ、その経済ぐ科学および技術

　　　の発展の程度のいかんに拘わらず、国際宇宙通信の利用を享受し得る・

零・ @ように㍉’世界の各地における通信設備を発展拡充するようさらに努力

　　　すること。

2）1宇宙空間平和利用委員会は、WMOの第4次総会において気象衛星の

　　研究部門に関する詳細計画の準備のため行われたアレンジメントf大気

　　の組成と機構、地球大気に及ぼす太陽および他の外界からの影響、大気

　’め一」般環流およびエネルギー束（Budget　oヂenergy）、運動量および

　　水蒸気、雲と降雨（雪、霰）物理、等を含む｝に注目すること。

3）　「大気科学（Atmosph6ric　science）の進歩と宇宙空間における発

　’展に即’応ずる大気科学の適用に零するWMOの第1次報告」における如

　　く、気象衛星に関する研究の進歩に注目し1地上局からの気象観測の発

　　展のためと、気象衛星歯よび従来の方法による気象観測双方による情報

　　を同時に用いる研究を実：施するため依　「World　Weat蛭r宙a・t6h●」

　　を設置する必要が特に強調されていることk留意すること。

4）　すべての国ヵヒ「Wofld　Weather宙ざtchjの設置に関心を有すること

　　’を認識するこ乏。

5）！釜茄盟国に対して、　「WofldWeatb6ゼWatchlの詮置・のたあに：広汎

　　な国際協力を促すことを要請すること。

　　　＜第3回会期＞

A　科学・技術㌦　　’∴　　∴　　　　：　’　　　　　1’・㍉　　｛●

　　科学技術小委員会は、次の如き、宇宙空間の平和利用に：於げる科学技術

　計薗に興味をもらて注目し、・’し’　　　の㌧　’h’・’・・㌧　　・：

一↑2・一

　　　　　a）．困際木陽活動極小期観測年

　　　　　職）．嗣際イ｝孔ド洋調査団

　　　　　・〉β丁耳ATWA耳NおよびGEOAエERT計画

　　　　　d）脚気雑引言醐委員会によって指撞趣たように・特別の注意を引

　　　　　・〈，タうな価値のある大気科学分野の研究奇画の厳畢されたリスト

　　　　　e）世界磁気測量　　　　　　　　　　　　　　　，

　　　　　∫）無線ビニコンならび咋簿星かちのテ．レ吟「ター信号の：受信を含めた国

ゲ適際助繭
一，

　　　　　．これらρ計画に関レ・加盟各国なウびに国連専門機関の注意を喚起し・

　　　　　　これらの計画ならびに関下滑動を進展さ茸為タう、国際機関を援助するよ

　　　　　　5要請すること・，

　　　　　　．また・ソ連およびア統リカ：¢1料学孝が・．予備的同意咋もとずき宇宙生

　　　　　　物学・宇宙摩学の進犀ぞ）成果なら賢・に将来の見通しに関する刊行勿出版

　　　　　　についての協力で準備を開始したことを述べた両国代表のステートメソ

　　　　　　トを満足をも？て・注目し、

　　　　　　・・1さらに瑛た他国の科学者の即言を得るζとができるタう手配炉塗され

　　　　　　1（込ることを満足をもつて注目し・　．lI．

励●
　　　　　　　昼学連合体に広範な関心をもたせるこの協同の努力を称讃すること。

　　　　B　応　用・　　　　　・

　　　　　a）世界気象機関ならびに国際電気通信連合が提出した進捗報告書に感謝

　　　　1㌧をも？コ〔淳目し・これらの機関に辛る1965年の委員会に進捗報告書

　　　　　　Q畢出を要請すること。．　　　　　　　　　　　　．一：．

　　　　　b＞甲際軍気通信連合に対し・1：9・6、5年の臨時無線主管庁会議㊧知果的

　　　　　　な嘆即下より・宇宙平和活動を成功に導恥た茸献を称讃するこ，と。・〆

一iろr・、
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c）一部の責任を分担する用意のある加盟国壱浜層特定の国際宇宙計画に、・

効果的に参加できる道があることを証する二国間あるいは多国間協力の

国際宇宙計画が増加しつづあるごとを加盟国に注目さ巷るどと。これら

　の協力計画は、加盟国に、国際協力めみならす宇宙科学技術そのものの

進展たついてめ興味を助長す右ための有益な椿報と訓錬を得る機会を与

　え．る。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　’∵ノド∵

d）’航空の目的のために気象衛星から得られる情報を利用するととに関し、
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　向●
　世界気象機構ならびに国際民間航空機関との間に・協力関係が育成され

　ていることに興味をもらて注目し、加盟各薗ならびに関連国連専門機関

　が宇宙の幸和利舟に強い注意を払うよう奨励するこ．と6’・

e）衛星を利用して、一般大衆が直接受信できる無線潟まさテレビブログ

・ラムを送信することに関し冠薗際電気通信連合によって受諾された国際

’無線諮問委員会CGCIR）の報告書に因みζ圃本問題を検討すること。

　　　＜第、4回会期＞

20　小委員会ほ開発途上諸国及び十分た計画された宇宙計画に参加しうる

　類の一般的福祉に貢献する結果になるであろうことに注意する。

　航行衛星　’：∴　　　　　　　　　　　∴　　　”∴：’占1

・2」二・科学技術小委飴は、宇宙空間平和利用委員会の第占1回会議で嫌告

　の第21Bn節に含まれているその委員会の要請に応えて、’世界良問航行

　組織を設立することめ可能性の問題を討議した。・小委目会ぽか二る組織の

　設立が宇宙空間探査の非常に有用な実際的結果であケうみ淀ろうと考慮し、

』14』

　現在においてさえもかエる組織の技術的手後が存在すると証言する。

22．しかしながら、・小委員会は未だに多くめ実験的作業とより多kあ注意

　深い研究を必要とするこの問題の複雑さに注意する6　　　 ・　　‘●

25、’ ｬ委員会ほ必要な技術的手段ゐ闘発能力を有する諸国泰技術的並びに・

　経済的観点からヒゐ組織め最適形式を発見ナるたあに努力を続けることを

　虫む。・　　　一　ン　・　・：圃’∵・1∴㌧甲’・：　　 　　一一1

24．小委員会は10AO及びIMGOの如き専門機関がか・エる組織にとつ

　ての疹要事墳を明確にするための作業を継続することが必要であると考え

　る。

25．小委員会は委員会が委員会の関心あるメンバー並びにIcAO、・IM

　CO、　ITUの如き専門機関から招かれた代表からなる作業部会を設立す

　ることを勧告する。その作業部会は、出来うる限り専肖家によ一り構成され

　るべきであるが、逐次に審議するよう指導され、費用、機構、法的問題等

　の如き面の補足事項を含む航行援助衛星組織の必要ぐ可能性、補足事項に

　関し、委員会に勧告をなすべきである。

26．小委員会は文書A／ACポ105／G61／L．16・として日本代表

層団の要請により配布された日本における航行衛星組織についての研究開発

　活動に関する信頼すべきベーパーに賞讃の念をもぢて注目した。

1気象及びマスコミュニケ∴シヨンに関する宇宙活動における国際協力

卑7　小委員会は人口増加の問題並びに世界め大部分における大ぎな人口に

、食糧を供給する問題を認識する。また｛・・小委員会はメン，バー諸国と専門機

1関が気象学の牙野において、更に究極的にはこれらの問題を緩和する助け

　となるマズ．、テレビジョン．、コミュ．ニケ」ションの改善のために宇宙技術

一15一
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　の応用を研究．｝，つつあると伝えらμている。イン：ド洋領域がその・1例≒1な

　る地域である・とi述べ昏為ており・そこにおいては・問題は特に斜格であ．り、・

　従って機会はこれに応じて大きい。，．　、　＿　　　　　　．：∵．

28・小委員会は関心ある諸国押下専門機関：が緊急性を忘れ看こ≧．掴：＜ギか

　か為応用の科学技術両面の可能性とかかる応用が若し利用し．をれば・．碓界

　の開発途上国の必要に合せて最もよく利用さμうるであろう方法を研究す

　ることを望なρ　＿・…　　　，　・　　i　　　，．ビ、．

2．9　少委員会に宇宙空間平和利用委員会が関心ある諸国及び専門機開を招

き、次期会議においてこの研究の結果または進歩について報告することを

　勧告する・・．　　　　　　　　　　・　　　．　　㌧　　．・．．；

　　．≦第5回会期〉・　・　．．，ゼ♂　．・

世界気艦視・　　　　　、1．．一　 ．

1Z小野母会｝零♂堺気艦視：計画．曙鞭卑”・（訟C・1Q5ん38）

　および、蟹世界気象監視における気象衛星㊧役割”と～・う世界気象機関に

　より提出さ．れた2っ．の文書」を多大の関心をもって検討し、，WMOの代表が．

　19．67年の第5回世界気象会議で採択した世界気象監視の主要な特徴に

　ついて概説するの’を聞いたポ・’．．

18．小委員会は、実隆的な業務および研究の両者にとって必要な汎世界的

　な気象観測値を得るため9）主要且つ究極的な望みの綱が気象第星の役であ

　ると強調されているのに注下した。

1♀・凱小委員会は、世界気象監視計画について多木の賞讃を表明した。．小委

　員会は、．・ヒの計画が宇宙空間の平和利用がら得られる実際的利益の素晴し

　い証明であると考えた。小委員会は、その計画が現実的と思われるζとに

一・ｪ6r

　　　　　同意レ、メンバー国がその早期実施を確保するために最大の努力を払うこ

　　　　　とな希塑した。特に、小委員会は、メ．γバ・r国が世界気象監視に関連する

　　　　宇宙活動を最優先すべきであると勧告した。’，　…．1∴：：．㍉・∫f・

　　　　　マスコ・ミュニケーショソ　．　㌔　，∵・　　1”ご・

　　　　20．，’小委二会は、イ：ソド政府により提出された報告些衛星通信：インギの

　　　　　研究”（A／AC．105／56）を興味をもって検討し、この実験の計画お

　　　　　よ1び実施の完全無欠なる故をもって、インド政府を賞讃した。

0●2t小委員会は、インド政府の実験の結果と、この後のUNESC。のパ

　　　　　イロット計画の立案とが多くのメンバー国にとって非常に重要なものであ

　　　　　ろうことに意見の一致を見た。小委員会は、インド政府がこの問題について

　　　　　て進捗に応じて小委員会に報告し続けるよう求めた。

　　　　　国際電気通信連合

　　　　22．小委員会は、国際電気通信連合からの報告（A／AC．105／L　57）

　　　　　に注目し、宇宙空簡の平和利用におけるその重要：な活動、特にインドのア

　　　　　ーメダバッドの衛星通信実験地球局の計画試験中に行？たその技術援助の

　　　　　面での活動について、ならびに、オ冬口での国際無線諮問委員会（CCI

　　　　　R）の第11回全権会議（1966年）で、無線周波数の秩序ある使用法
卿●
　　　　　を計画する際になされた進歩に関連して、その機関を賞讃した。．

　　　　その他の問題

　　　　25　小委員会は、国際連合事務局の宇宙空間問題グループの般職員、予算

　　　　　および権限”を拡大することの必要性についてオーストリア、イランおよ

　　　　　びアラブ連合共和国が提出した提案、および、宇宙空間活動を処理する専

　　　　　門機関を設立することの必要性についてのイランによる提案に注目した。

　　　　24．小委員会は、これらの2つの提案について合意には至らなかったけれ

一17一・
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，ども、将来の会期でそれらを調査することについてぽ意見の一致を見だ6

25．1この問題かち発生した事であ・るが子小委具会はぜ宇宙空間平和利用委

　員会およびその科学技術小委員会た畠よ1り、ならび忙痢国連総会によってな

　された勧告および示唆の遂行の状況、およびこの点に関し事務局が当面す

る問題にりいて、ピの小委員会の次の会期に報告するぼう宇宙空間簡題グ．

’・ループに要請した。’ @　　　　一幽　1・　’・　：・昌・・

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　，く　　　　　ρ●

、

・一；18一一

㊥●

m　国際（赤道）観測ロケット打上げ施設

　　　く第1回会期〉

乳　彼測ロケット打上げ基地の科学的価値∴∴．

　　世界の観測ロケットの打上げ基地の分布は赤道上およが南四球では少な

　く平均’してないない。赤道地域ぽ特k気象6大気の面で科学的k特別な興．

味がもたれている♂特に磁気赤道1ま地職界と電離膚り調査において、重

　要な価値を有している6従って、磁気赤道上た出来う・・る阪り早急に観測ロ

　ケット打上げ基地を建設することが必要である。・

2，国際観測ロケット打上げ：施設の有用性

　宇宙研究を開始しようとする国に対し実際的な指導、訓練を行なうこ：・と

　が出来、経済的、技術的あるいは地域的に恵まれぬ国に対しても」．宇宙研

究の機会を提供することが可能である。・’　㌦ジ・　：気　・二’ド：・摂

5．基礎的施設の必要性

　施設には打上げ場㍉建物、ランチ・やら、電力、安全システムくト’ラヅキ

　ゾグ、デレメト恥時計等の各装置あるいば気象予報サ』ビスなぜが必要

　である。国連は国際観測ロケット施設を、それらを有し’ない国々に対し開

放する様支援すべぎである。’　　　　　　・い　’“　∵弓・∵．・

4．国際観測ロケット打上げ施設の設立、運用に関する基本原則

（1）．打上げ施設は施設め存在する国の責任下・におかれる。…

㈲打上げ施設は、委員’会がそれそれの場合三ついて考慮のうえ、勧告し、

　　その打上げ施設が、規定された原則に従う場合に国際施設どしll（認めら

’∵れ1るもの1・とする6く’P亘per4『1’）．，1∴　’0：一’，i

⑰ii）打上げ施設は平和目的の科’学実験めだめのみに用いちれるも’のとする。

㈲　打上げ基地として勧告された施設は、委員会により有用である旨め通．

一19・一・
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　　告が示される。　　　　　　1　＿｝，＿　　＿ 　．ぜ指，．’畦i∵

（〉）主人国（host　state）は任意の協定により・前もつ丁利男国と必

　　要とされる施設について資金または装丁ある・いは両者に関し・合意を結

きぶ青年を有する。　　、冗．，　・　’、．　　　　．，，一・、

⑬子鳥は正当鯨骨嘩恥て利用煮圃蛤て卿恥のζする・

鮒　打上げ基地のす尽てり施設と、寡騨装興に関する情報毬》す予ての加盟

即群菰技儲嗣し与えら泌もρとする・勲課者群妨
　　の件について調査する権利をもつほかて安全：と運尻上0諸配恵塗受げる

　権利を有する。

締：実験かう得ウ池＃結果は科学定期報告書によりす尽てに公開さμ為も

　　㊧とする・、・一・一・・．　・　　　・置．．

㈹　国際打上げ基地における実験の目的ど誹画は事前に委員会、COSPAR

　　および利用者に対し公表されるものとする。　　・・　　一，，．・、，’・苧；・∴・　’

00・そ4）施設において実施された打上げに・関す1る実験計画お．よび打止げデ

，ベプ嫡主人国および利用国の両者によ9委員会どCQSP・Akに報告さ

　塾る庵㊨とするげ・’一　，詰“・．’曾・∴．帝

⑯　主人国は観測ロケット打上げ施設の運用と利用にρいて委員会に報告

　　するもの．，と1す，る6　・民コ　’　・：’　・．‘∴　，一1’．

kl｝利用国の科学代表者により構成された諮問苓ネル拡科学者から提出さ

、1れた計画の実施予定と計画についてアrζζ杢スするために打上げ施設と
　　　、こ

る連せいを保つ：むρ・とするゲ．∴∵㍉・L　’・〆引．…

（XliD主人国は、打上げ基地の管理、運営“安全対策、計画、要員、建物管

　理および輸送面において、責任を有する，もの．とiする6㌧，・．・．一，1、：・ヂ

5．、の条．デ文ゼ．＝！・㌧，か　．・．・，．●ド，”：．昌『　㌧．．一｛。　1こ怯・　一’　∴1

嚇20†…

　　　　　　お員会が前項4に示した基本原則に従っで～早急に条文を用意すること

　　　　　を勧告する・　　　㌧・・　　　　：　　1、．　　．，㌧1；ご、・・．．

　　　　6．　IQSY

　　　　　小委員会はIQSYの期間に赤道打上げ施設を設立することを勧告する。

　　　　Z　囚連総会議決議1721（XVI）に関するRema星、kes

　　　　　囚連のもとにおげる観測ロケット打上げ施設の設立とその利用は、ヤ宇宙

　　　　しで献ずるものである。

　　　　　　〈第2回会期〉　一　　　一　．　．　．．　，．　　　．．　．

　　　　1）　本小委員会’は、地磁気赤道に近、・イソ芯のrrhum均a．におげる赤道帯

　　　　観測ロケット打上施設の敷地設定に関するインド政府⑳スク，ショソに関す

　　　　る同政府の報告に留意する・こと。

　　　　2）　宇宙空間平和利用委．員会は、

　　　　　a）インド政府の要請により、当該打上施設が稼働可能の状態となったと

愈●きに・該施設を回して・国連後援のアクセプ螂に関し・1962

　　　　　年に宇宙空晶平和利用委員会が承認した基本原則に従い手宙空間平和利

　　　　　用委員会にアドバイろする約5人の科学者グルーrプ（委員会のメγバー

　　　　　から選出され・本小委員会がCOSPARと協議して詮衡指名すうもの

　　　　　とする）の設置を承認するとと。

　　　　b）COSPARに対し観測ロケット打上施設の地理的分布を検討し、望

　　　　　ま謡い設置場所潟よび重要な研究課題について随時本小委員会にアドパ

　　　　　ィスするまう注意を喚起すること。r〆・，　　　ド．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　．r－21一



・）繹の．あ盛合に殊騨雄趣ある加盟欧・単独に畑三三

　グループにより、宇宙空間平和利用委員会が承認した基本原則に従いこ

　のような打上施設の設置を考慮するよう要請すること。　　，

　　　〈第5回会期〉　∬　　　．．　：　1．…　　ド」〆

Aイ渉政府の聯よヘツン噸測ぞケγ・既臓灘淫する科

学煮勿「聴卿・虚血購18・2．（、XVゑ1）ρ原則雌う国
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　●ゆ

匹敵の・当傘ρ、’て朝六出さ髄手1恥口写国図会決脚9

　63（XVIII）を再認識し、1964年1月、ツγつのPケット基地

　を訪れた科学者グループの報告書（A／AO．105／17）に注目し、

　　さらに、インド政府が本小委員会に対して述べた報告、す塗わち、国辿

　舞今摯議1βP2∫（琴V工1＞にし元素、㌧γンバ赤導帯ロケット打上げ’

　ステr「セ戸著（TE耳Lβ）の建設に実賃的に念力し些温々の代表者から

　成る科学諮問委員会のメンバーをすでに揖名詮たことに注目し・

　a）科学者グループが宇宙：空間平和利用委員会に対して照～『奉った・勧告

　　を鷹鱒ζ≧・．すなわち国・．イγドカ竃今後TER玉βを運営耳ゆくた

一蘇甲素論を認識とσ∫　　・一．　　●り
軌主岬の琴請遡り．・・画学言醐委員会が承認遡下記目的の頼につ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1

　　返臥臨調助に？・’て・国連・騨機脚よ幅員姻の臆を

・喚起す熊転∴’…・・　　　　　　1…
　　1）観測ロケット実験の国際協力の場として、T：E耳：LSの利用度を増

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1
　　　，窯旗φ・浮∴．・・，，1昌．　．　　：ガ・｝㌦・　・　’．・

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　…
　　2）餌珊助麺油凪を・7－r・「シツ幽幽丸鱒師　｛
　　　究資金に制約のある国や・未醗国力⑳科学者轍儲の訓紘　｛

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　｛

一23r鴨

　　　すなわち以下のような活動の中で」そ乳がT：ERL’S、を利用’して効果的に

　　　的に活用するため。　　・　　　一・・：

　　　1）打上げ操作

　　．・1の．ペイロード設計、構成および試験　　’㌧・・

　　∵・lii＞観測ゆケット実験に関するデごタ；処理：と解析鉱㌧・　一’

　　　lV）地上実験と施設　　・　》　　一　’『　・　　　：一噛

　c）国連総会決議1合02（XVII）にもとつく年次報告書を作成ずる

　　場合、必要により寧務局の支援を求めることもできるとザインド政府に

　助言すること。　　　　・　　　　　　　　∴’・＝

B　℃OS：PARに対し、観測戸ケット打上施設の地理的分布とくその能力

　の総覧を、自発的に提出された情報から作成し》重複を避ける・ことを念頭

　におき、望ましい設置場所と重要研究問題につ、…・てぐ本小委員会た助言す

．るようにとの要請を前に勧告したことを再認識し、それの再要請を行なう

　こと。　　　　』　　　　　…　　　’　1：　●　∴　一…

　　『＜第4回会期＞

30．小委員会は、

　　文書A／AG．．10．5／G．1／L15に述べられたツンパ赤道ロケット打

　上げ基地（T・：ER：LS）の作業の進捗に注目レ　㌧1・

　　TERLSが国際訓練センタ÷と，UてのT：ER乃Sの潜在力を拡大する

　ために、（1）研究所及び・事務局部分d2）作業場、（3）図書館、．（4）教室および（5）’

．科学者、技備者および訓練生の宿泊施設め如き特別な施設を建造し℃いる

過程にあることに注意し、観測ロケシト技術および実験に関する国際セミ

　ナー・がUNESCOの財政援助により1965年1月TER玉Sにで開催
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　1きれだビどに注意して、主人国、専門畿蘭およびこ：の施設の建造運用に関

　些したメンバー諸国の活動に賞讃を送り、この方向において努力を続ける

　ように奨励することを望み、この国際施設の有用性k：メソパー諸国の注意

　を喚起し、総会決議2150（文X）に述べられで、・る如・く」・宇宙空間の

　平和利用における協が目的のための国瞭施畿と℃七の’・TER：Lsに継続的

　な保証が国連により賦与されるべきことを勧告ナる』二一ヴ’源　　君

　　　　　　　　　　L・’　　　・　’・『．＼，　．國．　；〆　・・，

　　　〈第5回会期〉≧　　　　　’　　　　｝・・ゼ∴・

26．小委員会は、インドのツソバ赤道ロケット打上げ基地kづ～・ての諮問

”比高告（Aン入6．1』。5九．5。）嬢山盛も：6て注自し、国際連

　合が士E瓦もSk対テる経費支出を続げるよゲ勧告し’た。

27　小委員会は、’国際観測ロケジト打主呼施設セご関ナるその作業を調査す

　るた際し、ア’ルゼジヂン政府あ血a・1dさ●1：’嘘＞1蓋ta’にある観測ロケッ

　ト打上げ施設への国際連合め経費の支弁の要請を検討した。

28．小委員会は、．アルゼンチン政府により提出されたqChamicalロ

　．ケット射場および大西洋射場の要覧”と題する便覧忙注目じ、1との活動報

　告を賞讃した。

　ゴを動㌔小委員1会ぼごナルせシチ：シ政府艇よ1り提供きれ泥襯測冒ケシト打上げ

施設を宇宙空間の平和融叡利回る翻始む協力三略離府が

完全嫌足しそいると舐諭絡国代表齢演説に湘し酷
も’

s�??ﾙ1：’シ潤みレ二二君民チブ舷持し惇鶴間の

子柄七二叡：勧三門が瓢び訓徽そみ搬餉庸施・《
募凄淀弘レゼレ多シ政府kよザ成赫きれ弛三業を賞讃すゐ各国代表め演説に

一混p骨：しラピ∴ジ：…こ’r　∵・　f’・81∴・　『　　・　∴…　　一一一

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　｝　　　　　　　　　　　　　　　　’一経4＿．

ノ

　　　　5t　この問題の討議より生じた事であり、アルゼンチン政府め要請た続く

　　　　　ものであるが、小委員会は、宇宙空間平和利用委員会が、委員会のメンバ

　　　　　．二綱から霜研究聯設につ”て紳せる小グループの科学者を引ぎ

　　　　　回し」活動中のMar’dlel　Plata付近の基地を訪問させ、1962’

　　　　　年に委員会により承認された基太的原則（A／5181）に従う国際連合

　　　　　のスポンサーシップの受容について委員会に助言させることを勧告した。

　　　　52．小委員会は、次の会期で、国際観測ロケット打上げ場のスポンサーシ
●妬Φ
　　　　　ッブめ勧告に先立ち、満足されるべ’きクラィデヴアの問題を審議すること

　　　　　を決定した。

●○

’一Q5一



IV　教育および訓練

　　　く第，2回会期〉　　　　ぜ．

1）、教鰍纏の醜糊るTechnica．1．真…ssi・tance軸・d・と1騨ρ専

　門機関によって果されている重票な役害II：を想起し》，

2）宇腔町和利用委員会は・　・己．、．．一、一，．

　a）．UN：ESCQとρ協．力によって・木子そ9）他に挙げる亨宙空間¢）平和

　　利舳連あある基礎科』の教育訓練綴に麟麟ゐ総勲繭●◎

に配布するため、編集すること、

b）宇宙空間の開発および諸般の平和的利用に関連する適当な分野におけ

るスカラシップ、フー・’ 齦ｨブ、その他の技術援助の方妹の重要齢

　よびこの部門におけるイニシアティブを奨励することの価値に注意を喚

　起すること。

c）加盟国に対し、宇宙空間の平和的開発に参加を希望する諸国の、

　bilateral　basisまたはそれぞれ適切と考えられる方法による訓練

　または技術援助の要請に対しては好意的な考慮を払うことを要請するこ

　と。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　●ゆ
d）加盟国に対し、将来設置される国連後援の如き国際観測ロケット打上

　げ施設を、主人国（Horst　Country）の裁量によって、宇宙空間の平

　和的開発の適当な分野での訓練に利用する可能性を考慮するよう要請す

　ること。

　　　＜第5回会期＞

A　科学技術小委員会は、前回の会議において英国が提案し、修正された訓

「～う7．

練の必要性に関するワ｝キング’ペーパA／AC・105イq　4／W・P・11

に注目し・．さらに・’
F即平欄用確関す捧輔題の鞭訓練鰍礪

する7一キン1グ．●ベーバA冷C．・105／91、1，凧P・125．潤目レ・、，

　　また・WMOとITUとが鴫野凋1興部獅に桝・関係加盟

国の気象働！ま燃通辮i写糊↑鯵加醐威琴うζして．～’るζ・とに

三星鱒を澗し・　　一・・．、ピ　　・

　　事聡長は㍉11撃務肋機能と勤を最輝鰯鯨て済騨府搾び

・そ帥ﾏ興すべき騨から岬婦探軽め・”まの酬麟の作勲

碑るとともに・輝蹄のもの蘇ち・か？楼鞍畝脚韻には二

選呼稲1」川剛する躰問聖教育訓点諏つ”で・充勉三四

糎増するこ迄・

B　宇宙の探査と各種の平和利用の分野において、特に、宇宙研究資金に比

較的制約のある国々・特妹醗駒撚者鮒卑ζト越らが宇宙研究

とその応用に勧1し懸樋％賜獣知講：嘩術を卑つ叫が煙

に・スカラーシップ・フーロブツゆ拶そr他の訓榊機今醐放さ

．れることの重要性を認識し、

ρ）糊蝿塁壁から｝訓練を受けうこ孕勤で”る欄噂

　　務総鴫野鴨脚鯵酵働めるこζ・

b）加盟国瑚レ・鵠喫と平椰1伽騨鱒珊にお”て鞘
　　訓練施設ならびにスカラ』シップや・フェローシップの制度や詳細につ

　　1蘭務総研知らせるよう断るF、弛一＿．．．

ρ事務総長に対し、・醗酵ρ辮と資力硫分に活馳て｝必要備報

　　資料が集ったときには・それを配布するとともに・今後も挺．れを続ける

　　よう要請する藍ζ∵，．

　　　　　　　　　　　　　　　一一27・一



　　　　　　　．　　　　　　　　　：　．　　・」　・　・’　・　．　一　　’・　・　　’　・

　　　＜第4回会期＞1　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　．

硅小委瞭・笥空間平綱吊委瞭同概以前の澗rお1’て

非宇宙勤・特燗難上国並びに噸鰯確納てま群外て堕い

国力瓢る活動の利益を享賜るように3る煙の手段とセて鏑脚

　平和利用における教育訓練の重要性を強調して来ている。

32麟員会はjg65年12月21日姻連総会により満場「獅醐

され蹄215旦（XX）が宇宙空間平和利鎌無事徽ζ協●

カし∵事綿の鯛嫡産を＋分に利用し・か？・専門岬町献9

0＝SPARと勘隣がら・翻蝉中満開難上国脚究『＃塑宇

　宙空間平和利用の専門家の教育訓練計画について準備・かつ審議セ♪，㌻9

・…．6礁9月に鴨れる第2個国連朝野告鍋．噂要織ズ脆

　尋とに注意するρご・ン：　　・・，，　・：；・

陥麟員雑下三三の下に酷を三極

・q）噸濁明晦興趣鱗壱てつ呼一瞬衆騨得鱒午と砂

　　委員会は文書A／AC・1・5／C・1／L　1．2砺され船脚撚癬

　　価レ・．・笥鞘樽囲障設およ喫学飴の野際及び鴎鰍画

　　節びに利用性に関する騨蠕にふくまれ蝉糖定馳略簿噸●

沼集され・．鞘な闘刊御の鱗者・国立図書館に利用さや畑のと

済れ済〃そく岬によ爆供され輝願解聯替幣きである

　　と勧告する。

1萄∵ζ蝿朔難の．もの1即戦・委員会が搬騒ρを騨である瑠

　　噸軸塾な唯0圃鳩騨係哩平刊行脚ため叫糊され
　　うるであろう。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ご：　”　・∵●［

　　　小委員会は文書A／AC．105／C．1／L．12／Add・1として配布

　　　　　　　　　　　　　　　　一28一

○

（
）

　された図轡目録が最新のものに維持され、広く利用しうるようにきれ’る

　べきことを勧告する。　　　　㌔　　　　’　　・ ㌦

α｝中等学校宇宙教育。小委員会は事務局が中等教育に用いるのに適当な

　資料たついての情報をメンバー諸国の利用に使ならしめ続吟るととを勧

　回する。

OID・大学程度の教育。小委員会はなし得る地位kあるメンバ」三国が二国

　間協定ゐ基盤または他の調整により開発途上申および宇宙活動に進歩し

　て、・ない国にとって便利な、宇宙科学技術三野の奨学資金Cfe110w－

　ship『・a面台cholarship）を作る努力を増大することを勧告するご

㊥・大学院訓練。小委員会は、

　（a）なし得る地位にあるメンバー諸国が適当と考える何等かゐ基盤により

　　り宇宙計i面開発中の諸国に便利な宇宙関連問題にっ、・ての大学院ヨー

　　スを作る努力を増大すること。

　（b）国連、専門機関およびCOSPARが宇宙および宇宙関連主題たっ

　　いての国際的な性格のシンポジウム専会合を奨励し続けること、

　を勧告する。

M∴宇宙科学技術に肉ける訓練。小委員会は、

・こ㈲　なし得る地位にあるメシバー諸国が国連および専門二二と向様に、

　　・特に蘭i発途上国および宇宙活動に言いて準歩していない諸国6）、＝また

　　ぽそれら傭国からの職員のたあの、実際的宇宙活動面の訓練の機今

　　を拡大すること、

（b）摩宙科学縮の軸分蝋おけるンンん諸国の訓練の筋三際・

　　的支援またぽ財政援助（Sp面s6f謡ip）が要請される場合には下記

　　の指導要綱が適用さるべぎであること、

　　　　　　　　　　　　　　　一29｛

ノ



　を勧告する。　　　　　　　　’，

　（1）訓練の主題は宇宙科学技術の範囲内にあるべきである。．

　．（2｝、．，関心ある諸国にタる要請壷さ、，財政措置および努力の二重化を避ける

　　　たや、ま．た、十分な審議を行なうために、若し適当な専門機関があれ

　　　ばそこに宛てられるべきである・．

　㈲　訓練輝設は宇宙科学または技術分野におけるかかる訓練を授ける犀

　　　十分な性質を付与され、予期の訓練生はカ・かる訓練を受ける十二な資

　　　格を与えられているべきである。　　．　㌧∫　一ご＿

　（4）訓練の目的は適当な支援および設備め保証を有し、．．全凶ソバー諸国

　　　に公開されている訓練生の国家の特定の・三つ有用な計画にそれを偉

　　　接適用することであるべきである。

　．．（5）・訓練生の国家にある諸学会は適当なる程度まで訓練の費用に寄与しな

　　　なければならない。’

　（6）訓練は特定の最大継続期間をもち、，そρ後訓練生は自国に帰国レな

　　　ければならない。　　　　　’　　．一∵．、㌦，・・

34．科学．ロケット運用の諸相において実質的な能力が国連により財政援助

　された活動丁：ERLSにおいて発展レ＃こ．と、『E・RLS㊧権威筋が試行

的な基盤で訓練巨）機会を揖供するのを快諾していることを考慮し、小委員

会は甲連が嬉6回会議にρy・ての宇宙空間平和利用委員会の報告（A／

・578・5；）に概略を示され、上証の指導要綱と一致しているような支援の

提供について審議を続けることを勧告する。　　　　　’・．∴，．

35．小委員会はイ著ドのアーメダバッドに衛皐通信の利用につ勘ての研究

訓練のための．セン．タ．「を設享するという特1別基金／ITU計画に賞讃の念
　　　　　　　　　　　　　　　一．1　2
をもって注意し、この計画のよ．り以上り樽報が小委員会の次期会議で利用

一50一一

●・（）

Φ

　しうるようにされることを要請する。　　　船　　・．．，三：玉．・．．，∫：・．∵，’・．

56．また、小委員会は、WMOの教育訓練計画、特にその機関が気象衛星

　データの解読利用について既に開催した地域間ゼミナ学に賞讃の念をもつ

　て注意した。

　小委員会はより以上の国が気象衛星デ「～を受信し評価する能力を得に

来るように他の地城でもゼミナーを開催するというWMQの計画に注意し

　た。

35ヒ小委員今は・インドのアーメダバツドρ衛星通信実験堆球局（A／みC・

・1ρ与／C．1／L．．19）が運用した事》おタび》インド人およびその他の

国の国民の両者により訓纏研究に利弔されるで挙ろう事に満足の感と感謝

　の念をもって注目した，，

54・小委員会は・“宇宙空間の平和利用に関する基本的主潭の教育訓練施

　設の国際名簿”（A／Aq・105／C・1／RJ）と題する事務総長の程告

にも感謝の念を表明し、これが非常に有二二案内であると思？た。，’，

55．小委員会は、国際名簿を印刷して出来るだけ広範囲に配布すること、

および｝UN：ESC9がUNE＄COり串版物鯉外国研修”にお～’てこの

　名簿に言及するよう要求されることを卸吉したq更に・小委昂会は・函際

名簿ρ印刷を2年毎に最新のものにす苓きであるど勧告レた・

一喝
T：1一・・

ド　
　
川
目



V　宇宙実験の潜在的有害効果

　　〈第2回会期〉

科学技術小委員会は、

1）・宇宙空間において行われる至る種の実験は㌔現在ま光は将来、1ヒゐ分

’野または他の分野における科学的活動に影響を及ぼす可能盤があるとと

を考慮し・ @　　　　　　　　　　　　　●
2）人類は、このような実験の潜在的に有害な影響について憂慮し、この

　ような実験が宇宙空間の環境を有害に変化せしめ、または、宇宙空間た’

　おける他め実験に有害な影響をあたえるととのなfいよう科学的な確証が

・与えられるととを希求しているととを考慮し、Ψ’』

5）このような実験の実施に当っては、国際問の了解と協力が重要である

　とどを考慮：し、’∵’　　『　　　’　∵　・

4．）他のこめ種の実験に潜在的に有害な影響を与えることを向避するため

に宇宙鋪の醗と細の藩翰お・’ては髄群胤実施が腰である

　ることを認識し、1”　　　　　　　　　∫　　　　　　ピ

　　また・めよう礫ゐ噸と可能性を正当に評趨たあには科学●

　的な困難性泰あるどとを認識し、

5）COSp五kの「宇宙実験め潜在的有害効果に関する60誌ultative．

　Group」が、国際的な基盤に立脚した権威ある科学者および専門家によ

　って構成されて、・ること、および、COSPARのメンノミー、国際的な

　科学連合体および国連の各機関にとって、それからの援助が得られるこ

　とに注目し、

6）核兵器実験の問題を解決しようとする努力が軍縮交渉との関連におい

　　　　　　　　　　　　　　　一32一…

・て行わ晒でいることに注目し、　　　　　＿、　　．　．．レ　、

　　すべての核兵器爽験を禁1しする問題を．解決するたあに向けら・れている

　努力が近い将来に成功することに対して願望を黍明し、、・、

7）宇宙空間の平和利用に対する潜在的に有害な妨害を阻止する問題の緊

急性と重要性について、宇宙空間平和利用委員会の注意を喚起する。

　　　　〈第5回会期〉

○第18回騨徽に幽された、宇宙平和利用委員会の報告（A／5549）

　　の第18節に注目し、

　　国連総会決議1962（XVIII）の第6節宇宙の探査と利用に関して、

　各国の活動を規制する法的原則の宜言に注目し、

　　宇宙実験の有害効果に関するCOSPAR諮問グループの任務と権限を認

　　め、

　　a）諮問グループの報告にもとずく1964年5月に開かれたCOSPAR

　　　の第7回会議で採択された決議に、十分考慮を払うこと。

　　b）加盟各国にCOSPARの決議、諮問グループの報告書、およびその四

　　　つの付属轡を配布するよう事務総長に要求すること。

Φ。）宇骸馳行なおうとする国連加盟欧その実験が他の宇宙平和利用

に与える妨害の有無ならびに自然環境を有害なものに変化させる可能性に

ついて、十分考慮を払い、必要な場合には、GOSPARの有害宇宙実験

諮問グループに鼠的、質的な科学分析を求め、かっこの分析の結果を尊重

するよう要求すること。

　ただし、このことは国連総会決議1962（XVIII）の中で認めら

れたように、その他ゐ国際諮問機関に依頼することを妨げるものではない。

馬

一ろ←



c）COSPARの諮問グルーープによって、・5｝析検討された結果について、

．GOSPARの幹部会議が周知させるととを適当老認めたものは、宇宙空

間平和利用委員会に通知するよう要請すること。

一・T4一・’

W　宇宙空間の定義

　　　　　＜第5回会期＞

　　56．小委員会は、宇宙塞間平和利用委員会法律小委員会の要請（A／AC．

　■
　　　105／C．1／I」．22）な考慮して、次のように意見の一致をみた。即ち、

　　　（a）科学技術小委員会では、正確かつ永続的な宇宙空間の定義をなしうる

　　　　ような科学的または技術的クライテリアを照合ナることは現時点では不

Φ
　　　　可能であるとの合意があったこと。

　　　㈲　カナダおよびフランスの代表団により作成されたワーキング・ペーパ

　　　　一、および国際迎合肇務珊の宇宙空間問題グループにより作成された予

　　　　備資料、ならびに、科学技術小委員会の会合のこの問題に関連する要旨

　　　　記録を法律小委員会に利用させて、その審議ゐ助けとなすこと。

　　　（c）宇宙空間の定．～乾は、勧告にあるどのような基盤に立とうとも、宇宙研

　　　　究および探査の実際面に重要な関連をもつおそれがあること、従って、

　　　　科学技術小委d会がこの問題について将来ゐ会期で審議を続けることが

　　　　適当であること、および、メンバー国は更にこの問題に関連する資料を

　　　　科学技術小委員会で検討すべく提出するよう求められること、

「
D　　　について意見の一致をみた。

一35一
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ZZT. uestions rblative
.toathe definition of outer

saceand bthe utilization ofouter s aee and
ceiestial bodies includin the    .vanous

           '' L
im lications

      stt:..Epg£g-gguupymiLs2g!iiLg2ssce commumcat1onsv

                    t t tt -18.DuringthegeneraldiscusslQpof'' ag.endelitem4,the ,.

representative,of Frqn. ce submitted a proposal which i.s . .

reprcduced in' Annex =Z to the present.report. A£t.er this
                                                       {
discussion, th.e Legal Sub-Committee adopted the following･

Questionnaire and requested the Chairmian to transmit it.,,tq

 the Scientific and Technical .Sub-qomrnittee:

                         QUESTIO]Nn)IAIRE

                                     . 1.- TheLealsub-Committee'N' 6f'"thecoinmitteeonthe '
2tgRgs2k2,-Ii[gg-g2:-.ggSl2:Nth2Age:2gg;l,xll,IigLflU fOt Sc Demn                                      toobtainthe '
                                                           ). -
technical and scientific documentation it needs to undertake

the study requested of it concerning questions relative to

the definttion of outer spaee and its peaceful uses,

     !tSl:g]:lll2gf totheprogrammeofworkoftheCommittee

on Outer Spaee (document A/AC.105/CRP.1(TX) >adopted by the

Committee at its meeting of l7 April 1967, and in particular '

to paragraph ZZZ <V) thereof relating to the study of the

       '                                                         'technieal aspects of the legal subjects referred to in

resolution, 2222 (XXZ).

     !nvites the Scientific and Technigal Sub-Committee:

:e (a) to draw up a list of scientific criteria that could

be heZpful to the LegaZ Sub-Committee in its study relative

to a definition of outer spaee.

    (b) to give its vi.ews on the selection of scientific

and teehnical critenia that might be adopted by the Legal

Sub-Cornrnittee? and to indi.cate,. on scientifie and teehnieaL

                             -5-
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/

                              ttgrounds, '
th,e"'EidvlaL n'.'''t. ati:i i.ls:`iitt'. .d; .'tlj, :'s'edv.L, ..ti. t/g6`S.:' 1?/1'll",ii''.6lj,. .;.tL`itil,; ;aj'ier 'in'i ln '

relatioh-' to･the ･pos"i･bilitY of' a definitiort. nhich .bo.ul.d',.bet

VaLidforthelong-termfuture, '":'･i'i'"s''･-'･-:'...."..-,..'..

1:. (a) to eohsider the siummary reeordS of''the 80th"to:85rd

meetings of'theL Legal Siib-Committee, at whi'ch these'intittbrs

were init'iallY diseusSedj atid to takb'intbiaccount thb' :-'"'

assunptiohsisuggestiohs and questionsJLvoiced by the`'vati6ug'- :`
          '                                                    .delegatidnsJ 'l:i'L''･ ･ ''' ' z'.-'"･i;･.･･ ････r'･,･: :･t.r"･.,.,
     (b) to examine the･above matt'ers'duri'ng its ig･67'tsessi･on ･ KeN

so as to enable the Legal Sub-Cotmttee to continue its work

                                 'at its next sessione '''
ig. 4 proposailH s.mbrpt,Ltt-ed' .p3> the 'rep'r' gsiep.b.qviiitiel 'o'f"i"t,tJ:iY opi.d.er

.ag.,e".;Z.it9.P. 1, ,iS,,g,IS'o,.'r,e?TodUg.ed in f¥.ip..ex,.{i Z; V.g,.1,Illlie- 'pielf etTs-':..

       .`;-,.-;-Z..'.:i-,..).:,l.1..;.,.,,,...- ,i..[･::::.i,.,-. .- .･･.:1-:1.,s..e-.1 . L',

        : -1 'S ,,- :t -: -L.;- -. -. -,L...,, -. /+z'i -a::-+-:-:;-:- ;-t-
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                 Ee 2ts2£2,:siLtw2.gg:.9ysizg; -S2gggefimtion of Out rS ee

36. The Sub-Committee in considering the request made by the

Legal Sub-Corumittee of the Comrnittee on the Peaceful Uses o£

Outer Space (A/AC.105/C.1/L.22) agreed as follows:

        '
 t: (a) That there was consensus in the Seientific and

                                                      'Technical Sub-Committee that it is not possible at the

present time to identify seientific or technical cntteria

which would pemit a precise and Zasting definition of outer

space;

     (b) That the working papers prepared by the de'legations

of Canada and France, as well as the background paper

prepared by the Outer Space Affairs Group of the Uni.ted

Nations Secretariat, and the relevant summary records of the

Scientific.and TechnicaZ Sub-Comrnittee's meeting wouLd be

made available to the Legal Sub-Cotmttee to assist its･

deliberations;

     (e) C[[hat a definition of outer space, on whatever basis

recommended, is likely to have important implieation for the

operationaZ aspeets of space research and exploration, and

that it is therefore appropriate that the Seientific and

Technical Sub-Comrnitt.ee continue consideration of this

matter at future sessions; and that Member States be invited

to submit further reZevant material for the study of the

Sub-Committee. ' '
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  ]xlCDOUGALo M. :[iASSVIEITir .'ie apd V!tA,".'rCg !e L-"E'! ATM P.UBT;T-C ORDER

  NEW HAVEN: YALE UN:VERSZTY PIUSSS, Z963, PP. 324-･338

  A British commentator Aaronson in an attempt to interpret

  the Chicago eonventionts reference to tairspaeei ... reached

  these conclusions:

    teairspace ... may be defined as that space enclosed by

   ,, the projeg.tion of the xadii of the E.a. ;th pqg,sing through

    and 'abgve surfaee politieaL boundaries, until such radi.i

    reaCh the 'nati'on" aZ £rontier, dividtng the,.Parth's atuospherie

   , envelope from the sparse interplanetazry gas which i3

    reputEL"g to pedneate under planetary space.ti

                                                  '  Ac6ording' to Aaronson, the upper, boundafy df';"thus-conceived

   'airspace' "could extend as high up as 60,OOO miZes which '

  is the sci?ntificaLly agreed 'outside lintt' of the earthSs

                        '   a'tnosphere,ft

  grwoptp.osalpesBgwtsutt U on VantrLm'mgrasen PhMgl.gteiL-gl}gEagizgx:LgkCha"actensti.es of Svacc4

' Pr(2]fLgssor AmbrosiRI2}2,/ on behaif of rtaly urged the Uni.ted

  Na"L:x'ons to lz'mLt sovereignty of s"u'ates to tatmospheric spar.'et

   esl;:'Lrnated by him to be approximately a hundred kiZometers

  frem the surface of the earth. '
                                               .
  Professor Chen - "As regards the upper iimit of airspace it

  hardly needs to be recalled that the atmospher o£ the earth

   ddes not end abruptly but b,ec.omes tptnne!,),wSpm every inerease

   in height until its particles no longer fall back reguZarZy

   towards the earth and it gradualZy disappears "'nto the

   space beyond. A frontier belt exists known as the exosphere

              ' -'1 2"-

            -vihich varie3 in :"･:･･'+･n and i.n 1;･efi.ght according to the season

            and 'the'region in.jho, v;o;:,Zd, bu'u' -'ts base is estimated to

     ' begeneralZyata'oouic300-500niieselbove'thesurfaceof
           ,. thb earth. :f the principle of atrspace'isbvereigtity is

     .'' 'taken`iiterally,andstates,donototherwiseagreeona

            different delimi･tation it may pembaps be said that this base

            of the exosphere cqnstitutes the upper' 1mit, of national
    t.-t -- -t--
            ai.rSPace.,t"'･' ... .,..
   ･ ,L, e East..//7'riiali professor Reentanz -･ zh an i.nves,ptgation of the

             'naf11iai prob6ities bf the atmospheye' (he) exaznines the

     .. Sgaseousconsistencytoftheatmosphei?Qgcountsi'ts,
      , rd"olecul.ardensityatvariQmpal.1.iG.ydep..ap,darrivesatthe

            conci"usion･that the height of ZOO' 4'1'ometers (･62 miZes)

            r'ep'fee'Sents not,only the 'upper limi't 'of the stratosphere'

            but ]lsd' a'happy compropt.se betyreen th.e, n'atu:,nl-, technological

                -! --- -     . and'secU'r:'Lty''factor-thatmystbecqnsidgrede
      ,.,.. Dr.tragt.ro'iil'g,(!gAsA)tivok"ingthe.safildg.ri"ieriQI.i.,woTtzdpiace

  ' Sa physie647.;y 'siound definition for the limits of air spacet

      ...･.;..,atapproximately'100miles(162kilomet,erps)whereethe ,
                                                       .            density of Sh'e atubsphere is sufficientiy low.to permit

     '' e the eompletion ge.pne circuit b.y an orb'tting vfi;hieZe vithouic

                             ,                               .L-.- -,-             destrugtion by atuospheric frietioh. ' ･.-.,: .:".. .･'

--J'                                      t-/t-: t:- H            ltl2:=-I2gyL "- 50 kilometers (31 niles) lboks like a foeasonable

  i' i          '" fi'gure ;for-'the height of sovereign air space. '' 'T[here is

                                                  tt -., f#lll' a'difference between .She hig41,tL. att,enuatgd atmosphere

    ･l.- .i,,.' ,ag.･,l :zi.6g, .mg';e,2.an..g'2. xieig,sg,a:. g, h? p,li:g",.m,,,i:.e¥,g¥ax.e, ,.

-::･ El,i ....,.set...g.t..,,'i,50kn･`',,95.iimiig".)･･･F･.::,,.･ ..'. .

                                              -.It -/

tt                          i -t .                                                        '            .                 t-lt-tt td/ t                            -''.IU'' ･T'' -''
                                         J                   . -15-'" ''':'
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Pro osals Based U on the Var in Natures of

Znstmnerita Lities '
Major Roberts - 'USA]? ･- accepts the Van Karman line o£ 53

miles as reasonable not because of the scientific infallibUity

but rather becaizse all aertal and balloon incidents have taken

plaee below the height of 53 miles. '' '
Agreement has bedn reached within the Fedetation Astronautique

Znternationale to the effect that for the purposes of keeping
record the fZight exceeding 62 miles altitude.will be considerede

                                              -/ -.-

'space fZight'.･ ..
Professor uinc W]rt ht - tAirspace under sovereignty,of･the

subjacent state goes up as far as an aircraSt or'balloon can

go because, no matter how high jettison of a bomb or anYthing

else jeopardizes that state, there appears to be abEind of '･

morethanIOOmilessepqratingthespacewherethereis ..
sufficient air to support airPlanes and balloons (certainZy :;';

notover50milesixp)fromouterSpacewherethereisnot ,
enough air to 'impede the .progress of sateilites) and

eventually to burn Vhem up through the heat of friction.

                        t-JEL:---!!j,y32;LxgMvoire e- recommended the acceptance of the boundary at an

a2tit'
udeof500kilometers.'[Dhisisthe･altitudebeyond e

whi.ch the sat.ellites woul.d be positioned in order to keep their

heat and braking power within reasonabZe limits. All spaeecra£t

                                -.which are above an altitude of 300 kilometers would then come

under- space law includi.ng those which fail to at'tai.n satellite ..

                                                        + speedandfaUback'toearth.rToimplementthis'scheme,'･ ,
                                                  .                                        . Rivoireproposedanewdefinttionofaircraftnhichprovi.des ..

 inter alia that any machine capable of keeping itself.aZo£t '
 in air space ... will avltomaticaLly cease to be considered as

                            --1 4--
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an aircraft when i

when it begins to

Pro osals Based u

t rise2

move on

on the

 above the 300 kilometer lirnit or

 a continy.gus Orbitteil･ ' .,

.

Earth's Giravitational Ef£ecSs

KroceZl - found the ideal 'celestial frontier' at come 50

earth radi.i (approximateZy 4 X 4,OOO mi.les) £rom the su face

of the earth where the terrestriaL forces of gravLty are'

no longer in effecte ･ .. '
Itllii: kiXIggilEilf :IXi.iveZrasgltSil -IIv:!L2yr. U.Ciai .probier!},r.i is the Newtonian iaw,

                       '                 '
Claims Relatin to Accommodation Uon the Basis of ./'i ･

Distin 'shin Between

Context

Fortmpately,...a different

that with respect to space,

inclusive and exclvsive

an arbitrary lj.ne of demarcation

rather of' abhieving a mode
            -        - --...--exelusive interests in

which conforms to overriding

relevaiit faetors will be

and intensity of the threat

activity; the kinds.oC

which are' menaced; the

ha:ve been asserted in

alternative modes for

 etc. ... shoulds. howevers･the

of general boundaries

arbitrary line because

Different T es of ActivtVtes zn ''･

      tt  approaeh is gaining grolxnd, namely

      the problem of accommodating

  competences 'is not one of dnantng

           good for alZ purposes but

     of balancing inclusive and

particular instances in a way

       comrhunity policies., Among more

   the nature, duration, magnitude, '
                 '      from space;`the location of the '

                   4 interests of the'subjaeent s'6ates ' '

 characteristics of interests that

the name of inclusive and use;
                 'protecting bdth sets o£ interests,

        tendency favorj.ng establislment

prevail, and the determination of some

 inevitable, we would recommend that

                                   '
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            '1. 11':: :-･-J .. - ::.
the line separating the regigu of a comprehensive, exclusive
                              ' r" :1:L-r.:;."r･･:=competence be drawn as low as states can be persuaded'  to

agree. . .. .j-' ･' .s:r-,.,..
             '-J ･ ･                               '                   t /--VAZQUES, Me SEARA. COSM:C ZN[g,li, RNATZONAIJ ZaAW, WAYNE STATE

UNZVERSITYPRIII.SS:DETIil'OZT,1965.,e :,,.,.. . I.,-.:, ,1'
,

The real probZem' is that of determining the limits'df the

s,tr,no.2.g2,e"g,gh.i.:k;i.em,i6tmg;sgm .igih."Z.g,:'t¥.:y.giii'2e//t.lie,;,s'.2gsi..i. ･'･j:: e

.first of alZ, to come to an agreer4ent on..one poinP -.the

eharacteristics upon whieh 'those･ limits should'be;'`detemi-ned,i .,,.."･'. I..E,.

     1. Thecordp6sition"6fthe'gasthavtheatmdSphere....･ -'.."' '

                  1-                                                        t t-         contains; .. ' ..,     ;1 .ltt:2gmP'Si;Yai',if.,''''II'''t'''.''.'`'.' , '11i-tiliil';'Il'1',1., t,.''.I

     4. ¥O.Wic£.a. ro.it'las//'i6.,.f.iiShips can obtain sU-pp,g,,r,.,t`'from .aiT,./;J;.i.i,.,,. ,.,.,,

                             .No two ' agree on the acce)fatice of a 'definite eriterion and, '' '-:'=;", tg

evenifoneshouldbeaccepteditwoul.dstillbgimfoossible ･
to determine the iimits of the atrno'sphere ih aecordance with ' ''

itsphysie.al" properties'becausethesePrdiertiesarenot ･･:e
                   .tuniform at a cd-rtain altitude.i'All attbmPts'made so £ar have
             - --
been
 :2re,gg .lgg.s,,.;ng;nk'og.ssgt,.,.EE}:.L'le.:',X:ih.ftr, an exae':,,,,}.,i,t/iV.:., ,

     2. :gfitih..elight to w,h.icAi.the state is able V9I eX9,r,.9/r,99., .,.;",.,."X'

     3.'' The rf6igAt withi-n vihich classic aireiraft can find'; th･ ･･

         ;tt.pzgr.,t,.;i';ll2.･e,g:V/1,g':g.w¥l'gh.:,`a6;,;1:･.ill,FE;.lli,?S-g9.V ,.,..･

                             -16-- , '
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          Atnerj.eans have proved this point by launchir!g

          a･rocket ship, the X-l5i capable of-,£1ytng to a .

          height heretofore considered.supra-atmespheric., ..
                                                       --.                                                         '
          The Zimit of the' atmosphere would be this eriteri'on

          still be variable, since it would depend on the

          speed of the aircraftg Of course, there is .a point,

          at which aGrcdynamic support does not+eptst £or ..

          classic aircraft. But the question would then be

          to determine the exact eharacteristics o£ czasisie

          ai.rcrafte1 ･''d :･.,-...;,...,.
                               '            t-                      - l-t -t: -- . ;Zgl}gSe.2..li[ggkERH -･PJvidestheatmosphereintofivgparts,.
 classed accerding to,, temperature and extends., tl?. g,."troposphere

 (the lowest regipn of the atmosphere where cop..y.,e.ntional '

 aircraft operate) to a height of 10 kilomg.,S,ers at which

 point he thinks free space beginse
                                          ･:･ ･･
 Loftus Beeketi? - believes that airspace Iextends. up to ,,.,

 10,OOO niles. :.;,. . .'･;..
 pittman pog,ter - sets the iimit at 50 niie,9r.,... ,.,,, . "'':'ii''

                                                             -.
 CHENG, BZN: ZN[VEiR)SATIdN'lin' LAIW AND HZGH AZtTZTUDE ]iiLZGHTS:i .

                                                      . BAI,LOONS, ROCKET AND mm'eMADE SATELILZTESe Z.C.IJ`Q'e, JVTs'Y Z957

            .                    /-t-/ lt-1 4 tt tt..-tti
                   ' PhysicaLlyspeaking',flightspaee,whichmeansspac'e.in ,..
 nhieh flight is possible denotes, a). ainspaee. ･and, b) puter

 spaeew :iAEi-xffRgsigs ace is space where･air,is:norma] Ly to be found

, and is theref6re indentical with atu,ospherip spaeee ... ,,.,.

 :Ol}uig:-su2ggszut r ace means space between the innunerable planets and

 starts beyond their respeetive atmospheresel･ ,The iine.9.,f,, .

 demarcation,beicween terrestriaL atmosphere .and outer,space

                              -1 7-･ ''
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is still controversial but views have been put forvard that

it lies roughly somevrhere between 500 and 1000 kilometers,

i.e.between510and620miles. '

     t-                        '                       '                                      ,
          '                                                '               -,                                        'JESSUPi Pli[tLZP A]N[D TAUHE]NFELD, HOWARD, CONTROLS FOR OUTER

SPACEe M!IW.¥ORK: COLU"[BZA UNIVERSITY PRESS, 1959e

One approach caLls for the definition of airspace in terms of

the tatmospherei which is in turm defi'ned in t'erms of gaseous
content or of aerodynarni6 lift. The forrner ieouLa extend it

                                                           'Perhaps to 18,OOO miles or so, the lir[ i.1. qf the expspherei '-

though sgrp.e scigntists calculate the iatmospheret at no more:,

than 50'O niles and some commentators expreasly equate the..,i

                                   l .-texosphere with outer space; T.he.,latter is the･lindt to which..

it is po.s,.sible to fly instmmenteLities deriving their support

from move'ment of air (or gas) molecules for.examp..lg.:b. alloons -

                                          .and traditional aircraft. SuchLa iirnit migh't exten.d no moret

                      ,than 25 miles above the earth. Other suggestions caLl for..,..･.:.,･

the defining of tairspacet in terms of one ode' moile'physicd'i

factors includi.ng velocity, gravi.tation,' altitude, centrifugal

                                                 'force and the likee .
Another' train o£ thought leads to a zonal approach ;dth

national spvgreignty extending to some stated height, beyond

that a zone free to aU states for non-militaty usess and

then free outer space where toperations are not ciosely gqrth-･

 associated but mdre related to interpianetary transitt.

There is in addj.tion a school of thought vJihich suggests... .

 that the applicable legal regime should be based on the ･

 actiyity'undertakep. - the. use made of the upward rea.ches - ''

    '
                            -1 8-
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types･of space craft, probable funetions and pote ntial -

dangers rather than gp Phg., area i?.:.wh, ich the aet gccurrede,

DRAFT coDis oF Rul)Es oN THE EXp])6ttintoiif, A.'lliD usEs o.F 'cuTTER' .

SPACE DAVTD DAV:ES PEMOR:Al, rNSTZ[[VTE OF.;N.T.ERNATrONA]) STUDZES,

                                                  .                                             ',tl¥ts:s12kSEc 'means the voiume of spa're'6etwedn the Su'rface of'the

earth at sea Zevei"and an aZtitude of 80,OOO met-ers above it;

wwOuterScemeansanythingaPoveit; ' ''
                              L'Nt:sE;aj:Seraft meanS any qraft which depbrid as mgans of flight upb'n

the bonsumption e£ air, or upon .aergdyhamic li£t o; both ,'""

RSI2s]£sls}i:{}g!iac craft means any' craft capabze bf dfbitaL mofrement'6i:''' '

e,an.;g gg.k'
g,g.ug,eg.gp' gc,g,.a.".x.,ipc

l,le.q'1li g. 4,il,f.i. gl.l,Ii whi6h.I.s'pel.ng.

                                               'i;MMil･ili2''hii brop6se-"d soiutions 6f the i'tiitiaL piobzem:'iiti'ese ' i

definitions use in varying combinations both physieal and'  ,        .-functional crite.pta, namely, th.e. p4YsieaL characteri.stics .gf

air.s. pace. and,outer space, and th.e uses ,to wh". ch they are, or ,

are not, to be put. Zt is indeed doubtful wiLether any ,
determina'tion of boundaries in epuclusively ph'

y'sical il erms is

'

:･ 2･;Sillhigi ,g.ms 'ieas6nabi,e i's that' tihy x.og;me slqr out6r.1'L''''

space should c'over the ipp,vement pf. spacecraft, orb.z'ting the

earth, even .though its perige.e may be within the atmosphere.

Of the g.harthe Thus q.. s",a.t,ellite, l}aving its per#g. ee at an

                "altitude where the at.giosphere is dense enough So impose.a.

tbraking.: effect on. i'ts fl.ight { or a satellite,.l gsigned to

                            -19-･ '
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                 ----                                    .                         -. -:.ak,e.g.gO,n:.r`?gi.g･g,ggt.u..rn.;o.t.h:.g:.:･tg;:12s;,1'.X2e,x:o;;l,Vd.,2.olh ,.. .

time the lower e£fective limit of perigee is in the region of

the altitude .of IOO ndles, since below that the li .fe.of the

s..'t &i}rl3,l s.;og,2h,2r;,"&le.5U:gf.", L,, t,･:gd,,ig xi;.;,･..2s;:' ;, .1.g,:. 2g.t.

tive orbiting, sinee below that friction would become too

ff.:ezg.'..T,l].; :,ogig&gfi,:ff.2et:ggng,ss.}gEe,,;z,h:2:pe ,ill.it,. deF.stood :.,,..,i.,:,it. e

iii) eee As far as the performance of existing conventional." .:,-..,

aircraft. is a guide to the de£inition of･airspace, .the rerp,jeY :.,

whieh makes more efficient use of such ai.r.,as,is.avai4able,

can tbreathet at greater heights but 25.ptZes.are probablY.i ..d.･:

the outside limit of effective aerodynamie lifte ... ,. ･,･ ･... . ..- ,,.

                                              ,iv) There are, however, three considerations, which f.avour

a definition of airsPace yielding a more extended sOVereignt ¥,;..,.i:Li-".,,

than 25 miles; thg,. face:that airspaCe beg.inPL..tO 10Se ..i,tS.,. ..,:..,.t.,.

character of a continous medium only when a,,4.gight of 50-55 ,...

miles is reached; the likely range o£ effeeViVe 904.tr9,1 Of., ..: .

objeets S,rom the ground; and the logic of treaV.dg the , ..,

frcntier between airspace or outer spaee as being,f.t or nean.. ･,.. -

orbitingaititudee .. , ,. ." ..                                                                'The first eonsideratioii suggests that eraft may yet be designed

to operate at altit.ude nearer this lirnit tPg.p.. now seems possible. .

The X-15 is a rocket-d pt,ven ntng.ed machine. wliich;.fll..,.g.,f..,as an

aircraft whiie aerodynamic lift is availal)le but which can
be operated as if it were a spaeecraft,'under a aiffetenV... ' ' `

system of controls when aerodyr},4mic lifl failSe The,X-l5' '' .,

has already attained pp altitude of 47 miles and itS.,..,.i , ,,. ,,....

descendants zdll certainly go higher.                                        zt is believed that

                                                   '
                                      '                                    -. .-}               t]                            -2 0-. '
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    such hybrid craft should be subject to the regime of'that . .

   portion of-space in whieh it is at einy:time-op'erating, and'

    thatitsexistence･doesnotcarefdr'anymodific'ationof ::･'

   theareabfsove're'ignty. ' i '' .･ '.-/ ,"
   While 70 nri.les are indieated as the present 1'imit b£ effective,

   orbiting,and･thereisacaseo£rajsingtheaZtitudeg.S.-..... .
    sovereigntyaccordinglytoperhaps.75milesprbiVing . ･
    effectiveforsomepurposemayyet.be.achievedatlower .
eiinttse ･ ･.' .: ･･.,r.- "L.-,･
   v) eee for the avoidanee of excessive claims:anq,by the other

   foregoing considerations, ,the relatively low altituqe.o£ . .,,.
  Y    about 50 miles is suggested here as the limit of sove;eignty.
                                                       e. .                                                           '    andthePegil?p.i,.ngOf9/gl.,erSPaCe'.. ." ,.....,i.-L.:.,LJ..･,,

               ".:-II''' -.'''' --'-:.t-1:..---:- 4.-:.1
                                                     ,                                        '    L[psoN,,LEoNAmpKAinzEta3AcH,NzcHcLAs'DEBi"I''':,' '

    REpoRTmomHENMzoNAi)AERoNAuNcsAND'spAcEiLbMzNzsTRATroN ''

    ONTHEIiA]MOFOU!DERSPACEAI!IERICANBARFOUNDATZON,diilCAGO' '
            ,  '                                           '                           t: '    1961 :' '''･･･ ･ .,･s:･:･]･i.:;,t.:li,.:･Jlf-;･,.",,.
                                 t. - !,eli'i:.l/.Se...tg'/L:ee.ge,,¥/¥,i,11,l'ii'igli2i'¥,l.11/ili,;i2iiiiiS''Ii'il,i5.i･e.11,/411i'11'･'t･,'6'f ''･:

    s ace" or the e' ress'ed u o'Sb of re uiatin'L""air6ialrtt'

                                      .1 .'. :
    affords a criterion for measurin soverei

to severeignby'

 the height'

 to the'`Chic'ago

 t,deriving

''te ';J:i.'.
        ac]mQw.Iqdged

     tb･ which'･L . '

         Cohvention

    support from

: ･1;

wwo oaltiSggggESt
in existing conventibns

ttai.rcra£t't as defined

can aseend in the atmosphere

reactions in the airtt.

that claiMS

  go only to

in the annex

       wirtle
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Difficitlties: i)･: it does not provide a･fixed location for the

boundary on P'recise termse 2) it is thwarted by'the likely

activity of ttaircraft't such as X--15 nhich u'se'aerodynamie

Zift at lower altitudes but can with the aid of other deviees

beflownout'oftheliftareae ' -
                                 .                                                    .t,Von Kaxman linet' aeeepts the basie concept of the aerodynamic

                                            tt+ -Zift but ,.qrgues that such lift need not be the,only "support"

and that present law could be interpreted as extending

sovereignty up to a point where any aerodynamic.li£t is '

available. Zt would also vary with atmospheric conditiohS'

and ntth design' changes and'other,factors affecting the''
                   -t /                               --                     - tp                                           t ''flight of objects.

                                      '                                          tt                                                 .:tl:lursL2]212::gagh d roach-seekstouseascientificdefinitionofthe

earthts atmosphere to determine the reach of sovereigntye

[[!here is no agreed d.efinitign of one worq'atmosphgree .

Severa; Qf the. possibie dgfinitions wouldlput,the unit too

high"and,.toouncertai.ne .･ .
Jt22,StegggE-gi212:gget2ff ent ro ch - set the boundary at that altitude at

which'unpowered ･flight is possible. Mhis,proposals ,would

bestow express legality on previously iaunched satelZites ..

ithasV4edifficultythat.we.areno9.cerVainthat,ata ,
reasono.b...ly.. e;eg.t < ptance.Sor all pqr.ts o.f.'Vhg.earth's ..... ,,

surfacg:;.aj.I.1..,.rq.J.evap.V..,v,e!ocitiepenq,"altitudesand.all. .1;.,.

                                                  'possibleorbitscan.bggalcptatedt . . .. .
2tStsg2:LLErc9]29Egi!il n o o al:ic'laim to sovereignty goes..as. far out.as.the

subjacentstatecouldexereiseeffeet･iveco'rttrol･.'･-'There･:': ･:

wouldbeseveralbotmdaries.. ･. - '･;."

                                         -- :
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Another pro osal argues that a state sovereignty extendS as far

as its interests extends. Zt is difficuLt to define a state's

interest and, its-, in.terest in some activities would extend to

a very high･.altitude and to o.th.er.s..rp.u.ch les.s. .. ". .

Zt is clear Qhat the differen.ges .q.f,.fixing a staU9nary.

boundary by.reference to supposed geophysical or astronom#cal

constants a.re at lqast foymiqal.e,, per-h,aps insupere3)ie .e.,e -.
whether t.he phys.i.c.al charactept. ,st.i' g,.s. qf the air,. pm..e physi6al

charact.e.ristics.･of flight craf.t..or .gvher relevant fa6itors

can be reasonably expressed ,with refe.r.ence to a fixed.qLtitude.

is a subje.ct of dispute .e. ;..f .tg.avo.id these diffiCUItieS,..

an ambitraty lirp.it were to be ch.os-e.n.! it pt.ght be.opf.£icul.t

to get qgrqenen.V on q height .t.ha.t. ..was not"r.elateq..gither

to the'purposes of spaee activities or the language q£ exist- ..
                                                               '
ingconventionse ',.1･.. ...'-,. ,
 'Area of reement. First it seems clear that tlte･Sovereig'nty `

over air spaee elcknowledged by the various air conventions ':･:･

                                      .andcusitbmaryi'aviextendsat'ld'aUS'tas'-farasis,requtred ･･'

by and for the purpbses that' tihose"convehtions envi.sage; ;gtPgSat

Lt, to the altitude us'ed for normal air:craft flight. Since

the conventions speak of "air space't rather than the･ -i '

objectj:veszof commercial aviation, one cannot delimit a

boundary by referring to any existing usage or altitudes

achieve'd at any given time; 2iiat-.Eu2izSy3}]232.:"lan !event we should have no +i'

di.fficuZt ' in concludin that 'ithett bounda' if itle.xis,ted ''''

would be somewhere above the aLtitude now in cgmmon use £or
                                  -+9iYl,s}itgiLgl2..l2yilmeEs}gn urosese Therecent U-2"ic1'ights at aZtitiiaes or '

some 12 miles or more, were not for.maLly defended as bgipg .,

beyond traditionaL 'tair spaqe" and whether ballopns at-

altitudes of over IOO,OOO feet have been protesteq.e,: ･ ..

                              -2 5- -

f
'



1

1

i

I

1

                                                           .

           -･･･ ･ -･･ .･                               -t- t                               --                                      t --on the other inand, the failure qf- any si't5te ptiliip'rotesg.:as.an,...::.::,:s.'., ::.:

invasionofitssovereigntyanys.pgceactivities'todate 'i'' ':`
                                                 t' ''strongly supports contentions tbq.t 1'the" :tbg9}sta Lg£und of ''

                              .-.--/ lsoverei t if onewer to befixed shduldrtot''be 1ced at ･
hi herthan ro hl the robable eri ee; 6{'aitelbie

     ' ''"t'     "..;-.;,,･. -.

' ':' t' ';'

sateilite orbitse
                 ei
We mi ht rovisionaLl

conciudb
witp
      i' '''"wi deLisix' ':

   :

･dint froin

scholars and from overmental aetions thaf
'tittieti' Jbotmda

la somewhere between there two
    -- -t.            -- s.         - l '+iossibilitiesi`" hi' tidri thani

traditional fli ht 12 IPIes and lower
ttian the '6ri ee

t.

Thd''a :'between

e
of astsatellites sa a hundred miles

a twelve mile floor and a.hundred miibs c6ilih :mi ht seem'to･" ･

ieaveroomeno hforthe laci .ofanabbftrif'-'':'':lineor '`'

evenazone;yetthereareg' roundstobetiivb''tha'ti'thegap t
                 .is unstable and..rp.ay,beeome meaninglesse '' :')･:'i:
Zt seems probbie that 6iir P±oviSionally assumed'-rnintmiym ,, ,

altitudeandmaxthdnait'it'udemay'beintheproeessof･' ,.. ''"-e'
                 t-.- tconverging and aLsid; b6s-'sibze .that they may even'eross each .,.,

other; that i's s"gme,1;.Y.p., igal air activities may'at some future.

time be condueted at' ..altitudes ･higher'than some typical .space

                          ...tivities･ ,.,..,-/･,,'' ' il:Ill'1''i.'.:.il･ii'' ''' e

                                                      t. -                                                           -t                J               t t:-                            ,            -A t. ' ';' '--' '' i'-                     rHLtMEY, A/NDRSW' : '' SPACE LAilrl AND GOVIiRNI)([ENT., CENMVIilY' CRAFTS:

                                    t            -.NEWYOzzs1.963' ' ;･L･･'-･･･.,.:....i･i,L･i..'..,.･ .,,･.

           --           -ti tt-- t-                , .....-..tl.... .,.,,.,,.1'i･.',.'i:...･ :'-' ･'
                                                    - /t,t(L-SyE:gst::-ofi!!aiig:-YRptig;g:.E-YLgb[SS efMorWttVews -. .",, .' "" L
                                               .. L-                                                          '                                                                      '              tt t-tt,D2;:-.s-g2g-IAi IYI e: thesolutior}isthequestionliesin ' ,-

considering space qs a "S,g.g.e area" Iike.the open sea; £rem

mere practicaL consideration it would'be impoSsible to fix"

                                       ,               t --t-t4 ----                            -2 4-

        an area in outer space which would correspond with the. area

        ofasubjacefitstatee ''''' ' ･.･･
                                             1.
                                                                   '                                                             '                                                                  '                                                                     1-                                                                      ,        CePe dorozkn ''set the lirnit to nqtional sovereigntybelow
                                                           .                                                 - - t-e                        - +-                                             '･ thezoneinwhi6hrsatellites,ombite ., .
                                                               '                                                                  t/                         '' "'t' :
                                           '       !ttx,-.2!tagl¥giaNl2i,!!kTli iM[i xP :. untiiinte2T.p.ianetary,-"tY,el,T.beomesa

        reality, the sovereignty of nations over the" space above
   e them shouLd be cgppidg.red't.,o extend.,F,.g...t411e iimit g.f aii filght,e

                            J             uatnks: nationai soVereignty calinot'be applied beyend the

        earthts atmosphere because th'e real.ities of intersteZlqr.,.: ,,

      ' space make such a･eopcept a "meani.ngiess abstractiontt.
        J.e;l:x :;i/'gfioggf ,:2g,t.g:g･ eg,p･ z,ag%).X･,3,,}rli･･ ;･.,. ,S-/i/･ilt:'i. tL'.egilllglir.:itm':"":"-'''･: r,

                                   '                    't--t ''                    .". -       2tl::-9EgBs-E91ilasite2:O Shcte:"ai'rspaee'iinfe'nded.to･=refer.to,such

 . areasintheatmosphereaswillsupportfli'ghtbyaircra#t
        (including ba;t.lbopp). ,Whq,,tever V,h:.f-. prg.e..l.F,e,,bgundary may be,

      . ;ill.zl: ;;:;lard.that,when we go..beyopd i.I r,,,g,,."a. T,g..,,1.g..Fa[iY l.p,..g,. np,

            t t-' +i tt"t''-lt--''t---:-'1--ttt'- -------
                                                              -Htt :   e g?2¥. k'lt!}g/i¥l･･dr i･Xfi,t･',h"'i.･te,f'g.trm';,glE;i.,g,,b%f,:gy,y, ://g,g::･r;es

        conclUsion that daY'i6e r6asonabiy 'dic'a'vm'i.:iis that the"L.... .. ,

                                                                    -- ."-.
. :.:,gts'."il.l.l.liglih.//g'･i6;Fiigs",&,,";e.ir,:g-i$l,.il,,.il.gi,i..ign,gl.,lgs.gitl",s,gl.i,.,.

                 :-:., .- .. -t.;t ---. .i-        Dr.WelfHeinrich'Princ6ofHanover,'"e,allthos,e,,.f.{cts ...

' WhiChMakg.,,.,.P,:h,..g,,.,.t,,1,,O.seaffinity`'of;theairspaeept,ab,:thg.

        earth appear to {,pe,.orE,/.willh F.l.},,f,,ZtiWs,;.9I.r,natV[re,･iS nO WaY.
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apply to the'vacuum beyond the Stmosphere, for onZy the

air-filled' regions are so automatically conneeted ntth'life on

the surface ot the earth that may bg considgred pa]rt of it .,:.

... ! am now more inclined to the more practical suggestiort''"N

of Mr. von Kairnan and Mr. Haley who point out that it is

possible to measure scientifieally the altitude at vihich . .,.

aeriaL devices are no longer able-:･to support themselves by

their oun',lifting power but by the-centrifugal force of the

earth. This seems to be a reasonable height at which to

fix' theboundaryofsovereigntyfrome'arthe'' '..:.
-, .,,, :..r ,
Dr. Eu en Pe in: it'should be taken for granted that over and

around the. surface･･crf the earth (Zand or sea ,areas) there is

what the scientists･call'"atmosphere" over certain paxrts of

which national sovereignty is extended, and al)ove atmpsphere

                                 .         '-tt'- - tttttt-- '-t:':tt:t:t-thereis-spacee ･･ ----'-r--      ,:' "..-';..' x' ' .:-il''. ', '1`, ,                              '            -.gta!2SztzLu.agt G Shrader--･vonKarmart--line'e-establishest･wo.:...,,

basic ,needs: .first, a definition ･of airspace which has ,as ･

apointof,departurea,feasibleareasusceptibletoboth :,

concurrent and physical determination, and secondly, an area

which siubjacent statesi can dx'elreise'`their sovereign rights...

within zintts prdsi'enti1¥. accepted. by intg]mational laWe ''..L,,

William Strause:' The top of the atuosphere has been estirnatgd

 at any'where from 10;to 560 niles.a:bove icbe earthts surface,

 depenaing upon the particular viewpoint and reseaz?eh ..

 interests of the scientist di.scussing. We may have to forego

 any legai distinction'between' airspace 'a'ndtouiger space andt. -E

 instead detemine nalionhl jurisdiction in terms of vehj.cles'

 i.e. those depending:upon support by aerodyttatnic lift and ･

                          '
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those propelled by zrocket pewer and centrifugal forBee

Seientific' Consideration of the von'Ka]mian Line
                  Sl

Jean Rivoire: the best solution would be' one nhich met

four neeessary demands. First, the solution should not･

present an obstacle to progress; Ji'urthermore it shoul.d be

in accordance with both fundamental principles of law and

the latest seienti£ic data; 'it shouLd be clear, Simple and

elastic; lastly, it then should be harmony between it and

agreement.s and convent'ions.

     Examining these criteria closely and' applying them to･･

the von Karman line one can readiZy see that every element

is:iSat'isfiede '･ ･･･
     To estia:blish sound bases for the demarcation of

atmospheric and space'jur±sdiction it is necessary to.

consider･thattheconditionsforaccomplishing :-･.:･:x,.

aerial flight, that is, to･circle at constant aZtitude, mqy,

beexpressedbytheequationweight=aerodynamiclift,+ .,
centrifugal force. The'aerodynamie lift decreaSes with

altitude because of the deereasingLdensity of the atr and

in order to maintain eonti.nuous fZight after the･air lift

has been reduced to zero, centri･£'ugal force must take over.e.

     Consider the flight-of Captain.Kenche.loe in whieh he

took the X-2 rocket ship to. 126,OOO feet o£ altitudee･ At

this height aerodynamic lift carries 9879 of the weight and

only 270'is $ustained by centrifugal･or Kepler ･£orpe? ,,, - .

Thusiit":can'l)e seen that thei Irlight･-of the X-2･ was st,r.L'ctLy

an aeronanticaL adventure and･did not partate o£ space

flight.Later£lightsoftheX-15have,however,by .
official announcement penetrated the Kepler regime at the

                                                     '
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                                 '                            'von Karman linee ' '･                                                              '
     The lirnits of aeronautical flight are clearly drawn on

the Masson and Gazley (Rand Coxporation) diagram. where '
                                      .
airborne flight is shown ･to be a function of altitude and
velocity. The velocity is limited by a altitude So th'at '''' '
                                                     -.g22.:[ll.i`Mlg.l,2.P2e2,2･gSgec9ll:W,¥.il.:..gfigb,Og,t.5g2:ggSfi'e.;.'e･･,g･,'. '':;

producesskintemperatureofmorgthan50000F.Sintlarly,'
aLtitude is. Iintted by velocity. At a speed of 5000 f' e' 'et"':'''-:'

persecondthemaximumaltitudeattai.nableby' apilot-driven '.
aireraftis'approximately150,OOOfeet.Tl}i,s,..v-elocitv:'t"'t'i'' :",･p:t･
                                      , .,: .:t..-, x...rny-s.i.:...
netsufficienttogaingreatera].titude.'. ''"--"'' :.I':･".i･.r.･                                           ttt it     Thereforetherea?e2borderlinesfor6tdntinuousflight･ '"'

with aerodynamic lift, e- the heat ba?rier, which determines :
the maximum veloeity and the･aLtitu, de barrter, ,,W,ll,ii:., ,Cl?i. :.IS a.,.. ..

rationbetweenZi£1andKeplerfoi7ceeBetw.eenV,hese-twO"-i' ･ ..
barriers there is a'corridor o£ continuous'' stl'iht wnfch ''- t'･ :'t' "

                                               .t-- t.-gggg. !.2at..'g wh..e2,zl ,.an,6agero.it' :a,ti ;;,gg,eef.,.g,i i･f:･ so2gl''Li .,g, e.vig,,.eE.

takes over and aerodynamic iift is gone.'  T4.s, ,z;,,.,si.I',1'ia'f':':"er,i.'eical･ ･:'

S,:lligl:FZfi9,eX:';".aj,.l;I'lgg,:gi::2F,ll'IS:dihi2.i.eiiCalimitO£4.,..,,r..., ''e'':･`; e

     ThevonKarmarilinemayeventuallyremaf.fi',a'sipreS6it-e'`' ･'' ･.: +

2r..:2..grall3Ukg.Zf,2U.:h.2.e¥.gtiO.'.:e:t.2.:;･.i:9r2･;9.d'.ee2]'i:9t?et[t'O/£Jv': :';i't,..,

:ei g･11i. Ig.glg:.i･ lgjili,Ixgfig･lgolxigla.iemi,,ei. ll ::i ,,i.,,･i･.J./rl lql' ei` l･ ly$. ;11･ i.lii I.,lll,lf:g,,e,.,,., .,iii

thepiacewiLereairspaeet 9T,Fi.1.nateS･r'1,..,'.,....,.>;..; /-,., ' '･r ･

                            -28-- .,.i･.]--. -

                                   .                       '

:PS;:9iE.9{}gS2]:.-S23isiRAs}Il..2g:gyslOf Or Ste hen Gorove of the New York Law School ... in

a paper delivered in 1958 c4aims in aceord with the von

Karman thesis that atrspelce 'terirrtriates at the jurtsdicVpn..aL

boundary line which on the basis `of 6ur mr:gEgggsent seientifie .

knowledge may be prp:v, L.,l.pionally set atla height of approximately

 275,OOOfeet. ' t-                   "' '':'l'-' J ,. .)., ,.gxeg,lg,2o.g e,:?･ g.%is.l.¥･,a:. //,- i' g'ilg.li,l y,2;ng･gggi ,a,i.ai,rz,em2,4i･- s･:.･[･

;･ n.sfigl,l.a･ n..ttn:.:ql,i.pi,fi:11･ e･･S.a6;e:ggi,l:' z2･s g",g' 2g;gz.g ;g,.iaf,..si･･

and purely informaL agieeihdhts. For example, in a rece.n.,t

interim change in Air Force Planudl 2513, the US Air Force, ,

has estabiished as the of£icial demarcation of the .reqptreq-
                                                          lt                         -dheight to quaLify as an astronaut a line fi£ty miLes above ,
the sureaee of the earth (264,OOO feet). rn the proposed

rules which were to be submitted to the･F6d6ration

A6ronautique Znternqtionale for adbption, space flight was

defined as £iight,..F.g or ab'6'y,,s 62 miies aitiPX9,9r ･.

Miphili ui :L'"'JttTheclarityofthep.r.oposeq.).botmgairl7"'";'

 (von Karman line) has been muddLed by the ..ap, .pg,lp.tcenenf''that "'

･the Air Foree plans to:'fly ari experimental aircraft to more

than twice the altitude at which aerodynag,}i..,g lifV, l.s'gOnee

The X-15 nt11 soar well 'above the perlgee of ,tl,T,e ,ny.x,..plbrer :

S:.gig.o ,ite:l;.,E･･x,l-/t:k.ac..'am,2:th'?,xg,;ghbl･,ga･L:.l.n.･g,max..:mum

                     - ll---'i4 -rt,l'1 t.,... .:
 speed to carry it up the grade. So the X-15 is eXpeeted to

 achieve a speed of 'si6me 5000 rniles per hoyur.i}. 1,eve.1 flight '

with most of its weight s;Upported by ae,r,oq..ylIap. 1.,.,.,.,,c:..li`ft; thert'

tu]ming upwarg{.. aTtli;w. Il,.l a.ii"n.,9.i.:PQOSter ,FOe.･ ll ,S '6/L･'l･1･?,;.･･i:･.'-
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                                   '
motor, it-r･iill coast into the realm of satellites, gl±ding

back to earth immediately, its energy exhausted. .･: ,.

t!The significanee of this vehicle is that it blurs the

distinction between aireraft and spacecraft. The 'first human
                                                               'to be placed in orbit is likeZy to be borme in a winged craft,

not a pure rockett and before space stations ane available to

be used as transfer points from ai.reraft to spacecraft, the ,

descendants of the X-15 may be so highly perfected that flight.

will be an Unbroken spectmn from atmosphere to space. Where

this does not invalidate the distinction between zones of

aeronaiitical and astmonatxtical fiight, it becomes somev;hat

more doubt£ul that the boundafy propqsed by Haley mi11 be

accepted as the Zintt of'nationaL sovereignty."

     Quiggts prediction conce]ning the first hurnan to be

pZaced in ombit has already been proved inaccurate unless one,

accepts a somewhat tortured definition of "minggd craft not a

pure rcckettt. For the rest, certain of his observations ares.

plausibie at first glanee they are reaLly no more,perrtinent

wi℃h regard to the Zegal usefulness of the von Karman line

 than the f,act that all the rockets and satellites which rise,

 above that line' mmst first pass through the airspace below

 it. The question of manoeuvring in airsPaee has never had

 the slightest refere'nce to atrspace jurisdiction; and the

 X-i5 itself is a rocket vehicle ggt]zt. an aircraft, no matter

                             .-t.hi---q.l. -
 how it is considerede '
      Mrg. Qui.ggSs. analysis reflects su:bstantial confusion

 as ico fh'6 true natu'r,e of aircr.ajrt ahd space.vehiclese An .

 aircraLftt..'ttroperlyconsidered,isavehielewhichmmst -:'

 sul)sist on airN.be'e'ause it '"breathes" or at' least requi.res the

 support df''air and zthicri'is not designed or:i'ntended for' iv

                                        '                                .
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fZigh't into outer space. Space vehicles, by contrast, may

well use the air as a frictional. guidanee aid on entry

or departure; and they might well use air-breathing

assistant take-･o£f devices. But these circumstanceS wiZl

not change their essgntial nature as rocket powered spacg

vehicles,, nor do such factors in any way affect the validity

of the von Karrnan linee '

 . .. The mere £act that it (the X-Z5) has the configuration,

                                         -.surfaees and controls which enable it to make temporary use

of air for guidance does not convert it into an .ptitgg!;gglkcraft in

the norrnaJ. sens.e of that te,rm. Once this vehic!e iea:ves the

earthts ai.r,,it must depend upon ,the traject'ory 'aLready

establishedoruponsomeothbrmethodofguidancee' ･
     UlrLder the, assumptions of.the 'Quigg approach any

vehicles would not be consiqered spaee vehicles if they

used air guidance surfac6s during thb'brief seconds of their

departure from, or return to the earth. Thus by a legical

extension of thg,1.Quigg thesis, the use of a parachute or -

any form, of air drag brakes would mysterioUsZy transform ･ '.

an earth-orP.itlng satellite into an aircraft- and thereby

subject it to thg qirspace j'urisdiction of the nations o£ ,,
the eartl}.f,, AZong witli the X-l5, thg, Dyna-soar would also -,,

become an aircraft because this vehicle, which is a boost-'･

gZide orbital spaceeraft, depends on air guide both at '

g,eZ,a] ::. Eg.al]S. .ll?Pg2 E,egum,,.g. Il,g,ls to be fitted I. th iarg.

     Zt is, in short, both sumprising and someighat discouraging
that so inadequatelY thoug)Lt--6ut a'" criticism as the "QuLgg

l.a.ll;gilJ'.S.h.OUZd haVe obV,ain g,.d g ,?igvtl'i cant p/Iae.e..zn che
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                          .                                                          .                                                 ' Somealternativearoaehes. , '
                '     '
 Jt2x.s-.lllygxgA..Egx}i:is2;gE S2SneriplaceslimitS'ofaeronautics.propelat

  about 60'kiloMetires (37.3 miles); Though the aerodynamic
 iifting power iS'''graduaiiy repla'c':'ed. bY' 6eht'4fugal £Qrce

                                            t- ftom the trajeetory curvature bdyond a velocity of 10,OOO

 kilometres '(6,214 miles) per hour', the intersection of the

                                     '  curves of Zinit of aerodynamic liSt,jng power and heat barrier

` is nevertheless physically real. ' As the utmost limit of the

  ramjet,itis'also:-thedefinitelirnitofaeronautics. .

       BaL{tastic rockets and rockeV-p,oygred spacecraft, on the

  otheM hdnd, are not lirnited by this barrier of ,aerodynamic

  lifting support sio that their poss4ble flight altitudes ,,,;

                                     ;,.  increawe'to several thousand kilomet.r,es aptk thei! fZight

  velocities approag-.h orbital veiocit'i"-, witere.tbe aerodynante

  listing power is cg,mpletely replacgq by thp ingg tial forcep

     - -/-.  of the circular orbit about the .e,.arthe Thus, t-he b.q4,list.lc "

  missiles which pZaced' the satelli.tes into orblt ,entereq.. the

           / J.+- t                                   -v  domain of'pure astronavttics uioon rtLa{.hing orbltal.velog.itye

  Zt can therefore be seen that only, .,La,.yyery small cQ!ridor ,,.

  connects:aeronautics with astronauS.,lgs?,ieee the ajtiV.uqes and

                   '-i "t-t- i  veiocities betweentthe fihaL Zimits.,.df.g,e. rodmp,,.amig, lift and

                  -- .t  or6ital'V-e'lo,eity;"'':'', . ,..,,.,,:-:･..･J.,-. ･
                 .    " Beyond this eot]?i:.qoy, there g.pg.n., tl.1.e pamonse vistas of

  interplanetary, inte'rs'teUar apd intergalactic flight witich

  su]rprising!y enough are also limi.ted in much the same way as

  the aeronautic flight regim.g,.iil,s,' liptted,e,:, ..,, . . ..

    ' Zn s6zl'entific te)rms, 'th.:.;,e...qre then three di.stinct

  regimes of 'flight, each possible within eertain ascertai.n. able

  but by no means ascertained linits: (1) the aerop,,qy.L, t.ic reg..ipe;

     '                         '
                                                     '
                              .... ･52･--
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  "' (2) the corridor o£ atmospheric escape; (3) the astrcnautic

               '              '     regimee
          The aeroriaUtic regime is well reguZated by lawe The

     thirq,,, .the astronautic regime has been described as a

     legal･t'nonman,is worldtt over which the nations of the earth

         '
     ha:ve no jurisdi.ction. This leaves the question o£.the

     eseape corridor which extends from 37.3 - 3,728 rnilese

     ,, .,,. Sza'nger, himself, is of the･opinion that national ":'.

e jurisdig,tion.shoutd end at,the upper limit of flytng
     alttiUde for aerodynami.c. vehicles i.ei just this side gf the

   r. ,. ...,,.
     ttescape regimett. .'L ,
                        '-i'J'- ' t           . -1     gt}u:2,siiL2gAgggur Nco Fonsega: jn a paper delivered in l959 de-:emphasizes

     the lineaL boundary and woFiLd make .the veZocity of a given

   `i'' titrin'cl'e" the, decisive. factor in det.ermiining it to be either

    'aer'i'nautical'oth astronautical. "All rpaiFtp. ed spaeeships or

     even' Unihanhed space'vehicles whose spegpl, ;s superior to

     the escape velocity for a given planet are to be considered

     £r.:g -gl,ld,x2. ei/t. tt'Eft,.:l"lbz' gunc',o.niy,.t,o,xk,e z.egg g2k-g 2p,gciai

     .i.1 VermatiQnaL agre.ements signed by iVt. t: e: 'i.{/･.･ i'･

e G.' tii6imon'teo' o:id''6nd:i''l.'siica ' um' ' . spe6iajL'i'comh'trv.q6 6'ih`I1

                                                '                                         '     Sti'a6e. Law,' StatelBar "6'l Michigah - hoid that the key --･

     '-disVncVon shouid..b.e one beVween sub-orbital flight and

     orbitalorsup.e..yorbtr.t,..a.1,llighte ,-.･.,･ ･yi,' ･ ･-'･('
        ''' '":t w6ul` .i:q:,.,,P.,e,.pr,g.f.erable to consider vehicles exempt tL

     fr,g/r.gh,g,gegp:'fiZlg.;o,x･ ::3t' g2t.;,2g un,,g,erl. #,2grvg`,ag,es;in6･

      during which their angular momenta and eccentri.city exceed

      the minimum required by them for unpowered orbitinge
                                     ,-･                                  t-..t .-                      '
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          t tt
Conversely, whenever they reduce their moMentum or eccentricity

below this minimum, they become once more svibject to the
            '                                              ttregutatory jurisdigtion of.overfZown States. ･ .

                                               tt-                                            --                                              tt
Drs. Ber er and Recu ito have estimated that even at this
".ct

          'prirnitive stage of the art, tracking of a g#vgn eraSt, over'

five seeonds of its flight path foUowed by one hundred seconds

of computing time woul.d suffice for a ruZing-a$ to whether the

craft was moving smborbitally and therefore subject to the

sovereign jurisdiction of surface of states or whether the

momentum and eccentricity of its flight.satisfied the ptnimum

for exemption therefrome

     Dr.EZi'ngerstatedasone.specificweaknessofthe .
Leopold-Scafuri system that "with the appearance of

continuous rocket propul.sion engines" it would be necesSary to

add a third category of control `to cover "vehicles usable as

g.iggg:f,t,:gg..22.;s.,zge?,raft azike and which dg not f.ii..

                          '

A final demareation line is one £eatured in' news report

concerning the 5e-orbit' £iight of Scott Carpgnter. During the

flight Carpenter took 60 photographs of the earth's hortzon.

In each･instance haLf the picture frame was covered with a

blue filter and half ntth a red filter. "The outer edge of

the atmosphere was clearly visible and distinct appeantng as a

sharp bZue band. The outer atmosphere'reflects or "scatters"

most of the blue portion of the sun's Zight '- the seattering

gnhdaSrpaebrrXg;zi.;onatlia.nne9,ltitUde of 30 miies providing a mmch

                                                              .                                                 '                                                        tt                                                           '                                          .        .l                   .tt. -tt.t t -                                                  .. .:. ::.
             '
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NICHOIiAS DE KATZENBACH (Trl SPACE: ZTS TPTPAC[P ON blAIXr AbgD

SOCZETI", P.75, EDZTED BY LEV-!l' L:LIAN)

The boundaxsr question is complicated by the nQtion that there

may be an intermediate zone above the Air.space but belovr

the ZeveZ at which' satellites ean sUccessful.ly cohtinue to

orbit, a sort of buffer region where neither. conventionaL

ai.rcraft nor satellites can operate for iong. The problem

is further complicated because the ultimate upper limits of

practicaL aircraft operations are not known and agreed

upon .e

EVANS, F.Me AND HOViARD, H･D. (OUTLOOK ON SPACE, 1965, PPe

122-125)e '

... The idea appears to be emerging that the.aLtitude at
                                                        'which air space ends should be only a little lii.gher, if at

alls than the highest aLtitude reached by airplane,s at

present; the Working Group of the David Davies. Memorial
                                                        .     -. t .Tnstitute of Znternational Studies has suggeste< as Zittle

as fifty miles, but other suggestions range fro.miseveraL,

      t' !hundreld'niibsto'a'smuch'asa''thousand. '･:.
         ,                       '                                 '                         '                                '

1

.

-

IEiENW!CK, CHARLES C. ("HOW HZGH IS THE SKYIt,

52, NO. :, J:A/NfiJARY Z958, pp. 96-99)

                      t tt                          '           tt             J,PL;:s2:gsgg;!:-2.:g"..xgRee;g.sul;:g]2gsg.ljiif JCC 'PooaJ-:-

1. That sovereignty extend to the height

as now defined might operate and''that this
   '                         '                    -t                      '                              '
                           -5 5--
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at '[thich aircraft

 area be described
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as Territontal Space.

2. That above the "territorial space" there rnight be a
Contiguous. ..Space, extending upward to 300 milesi-tLlso subject -

tothesove;.e,igntyofthesubjacentstatePutthrou}g..,4,.which ..･,

there might bb a ptg4V Qf Vransit for-,non-nilitary fZight :, '

            -dinstrunentalitieswh,enascendingordescendinge' .. ,.' .,:. ,. ..,.,.

3. ThatallOuterSpaeeabovethe"contiguoussPfg.e"",would . :.
be free for the passage of instrumentaLities withoUt H
                                               . -t
restriction.. "･" r"'
                  '                                       '
J¥ir. P!.Is<,:-.s!slw}".Ro 's ttligtG: eee That it is not possible to incZude

in the term 'tMrcraft" rockets and satellites which do not
                                                             - -,                                                 -･･tl, ,.require support from the .a:'Lre .･,:.･ ･.'''': ' .H. ･i

                                  . s-                                                          t .-                                                        '                                                   .-;-.- .COOPER, JOIII[l･1 C., (t,[[!HE UPPER AZRSPACE BOcuDARY QUiEISTtFObT,t,

pRocEEDzr{Gsszx[[[EiCOLL 9Qi[[U"i,?()R!S1,9,67),,.....,',･....･.+. r "i

Mhesuggestionthat80kilometrbs(50miles)beaccepted'i'''

                                            i-as the upper Zinit'has been also consiqered elsewhere "i'..'. '"

!viajor Robert M."Vthite, U.SeA.]i'., ,bad flown the X-15 aV'' v'

altitudeofatlbaSti59milesabovetheearth'ssurfaCe."'''i'

Under date of 26 July i962 he wrote.

"To conclude Z feel it woul.d be practigaZ tq .conside; .50 miZes '
asaboundary.,eventhoughitmdY"''6fiei:a]rbitrary.inFome:,:"',... ":･

respects. I feeZ this because:
     a) Zt is well above the altitude whe.re,,.we.cqrL.''.z:.･...';L･'[i''･ '"'' "i'"'i

                                        t:"'-"-'''" ' '''' :'1
         generate aerodynaxnic .,1,ifV, tp.,control a vehiClee /' '... ,. .

     b) Evena..tspeedsapproachingsateUitevelociti'es "'
         much of a vehiciets'i''bapa6iliti6s are received £rom

                             --5 6-
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              dynarnic lift comparGd to aerodynamic lift and

          c) At 50 niles altitudG the.density.is･s!4ch'q-smalZ.

          ...i･'fraction'of one porcent of the atmospherd' that it

             :should be acceptable to consider that all usefuL .
                                                           -s              qUaiLities OS ,tl}g atrp,ospl},ere are belo,w Fhi.s leveLtt.

                        '     The caLculation of the height al' which aexoqynami.c,li.Jlt

     ceases E};. td Kepler Force tal<es ever by the late Dr. vori .. '.

             .                                                             '     Karman gi:ves･further support to the 50 miles lirnit o£

e,nationaZsovereigntye ' ..

                               ,, 1..s '                                                         .t L                                                            ;p .                                                            .                                            '                                               . -.t                                                       '                                           '               ,, .,1.. ,1.･i'-'''' ･･t'i'-･
                               t-                        ti                                             .                                              '
                        , ... . :J , .,,,,･.･.,:,.'ri･,-..i;.iig-:i.I-'[:.･J,' ,./L･..,'･,l.''･ L.ll.i･1,il･ i'JJi':iii･ ･･-L-..

                     .,..･.'･7'-' ･･,･':,.,･･1--･1･:v"'1.i''l･-, - .

                                     '=.1. --'-':
                     -,                    "+                    t't-tt-:tt-';t!'t' t t -tt' t -

                    L -t.-. tt-: t-                                                      i/                . .. :,,{..,::.:-. .･:..-i-../1-:.,'...･:. Z''- L '. rs:.. ''

                     . t---                     :･

                                         ,･-f ..                +t "t-+-eL:-1-tt - ttS4't/1- ::
                                                        ,･ 1. r'
                                                            .                                                  :'t" ': '                              ..1;.',--, ,''':,,.l'' ,.,,. :,..l.,, t,..

                                    tt                    it---+it.tt:/tlt'-i---l-ttl-t-i--' - -
                     " t-.t--
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COD[[IFIZTTEE ON THE PEACEFUL USES OF OUIIIER SPACE

ScientificandTechnicalSub-Comptttee -

     WORK[NG PAPER ON THE DEFZNZTZON O]ii OU[DER SPACE
          SUBI)tlZT[[ED BY･THE GOVERNI)CENT O]ii IEiRANCE.

                                      '
     The problem of the definition of outer space is an oZd
                                   'one. The United Nations studied it thoroughly in Z959, iovhen'

                                        t- ttheCommitteeonthePeacefulUsesofOuterSpac'e'was ･
          '                                                          tt tt

     It did not prove possible at that time to. agree on a

precise definition. Zt was recognized that the:problem.

was ,a very di££icu;t one, and･even lnsolyble, in the existing

state of knowledge (the first artificial sateZlite had been

Zaunched Zess th'an two years before)., and its solution did

not then seem ess.ential, nor even a matter of high priority.

     Se.ven years have passed .since then, and spqee･activitieS

have inereased in importance apd number. ,Many countries are

busy in this fleld. Hundreds of sounding roclfets., spaee

probes and･ m.anned or unm,anned satelZites have been iaunched.

]knowledge has grown considerably. rn addLtion,:a new element

has recently been introquced: by common agreement, tbe

majoyity o'f States, by signlng the Treaty ,on PrincipZes.

Goverming the Activities of States in the.Exploration and .

Use of Outer Space, incl,uding the Moon and .Other CelestiqL ..

Bodies (o.r "Space Treaty'1)･, lFa:ve established a number of .

new rulps in ,lnternqtipnql law,.w]Lich they have ur}dert.aken.

to follow,, apply and.bbsgrve. Many jurists have pointed

out that there are still some ill-defined or ambiguous terms

--45--

1



1

`

lt, ,,.

in the Treaty and that in view cf the impor.tance of She

[ihO:I.llpg:2nabtfig,tt/i,i.,1.,.9-iT.i'ak9P....blr,Statespsi7ehambiguitie,... .

    The Treaty refe'rs in particular to:

    t'g:.e., g,!?P. a!9,' P.CP"Pg F,he Moon and other ceiestiai

    CEhe t'exploration' and usett of outer space;

    t'Activities" in the.exploration and use of outer spacee

    rt has become evide4.t, that agreement must be reached on
                 .t tt-    these termsi
,l

-.

 .-; --..4.                   '    The LegaL Sub-Comittee of the Committee on the Peaceful

Uses of Outer Spa.ge pZaced this qug.sV..i.on g.f the de£inition o£

outer sPace on thg agenda of its`s-ixth s.essip.n. rt discussed

it and sent the Seienti£ic and TeehnicaZ Sub-Cotmttee a
,questionnai.Te on the subject. This'not{,ip, inter alia, the

                                   + .tFrench delegat,i',onts repiy tO that q}l,,g.:stionnai]zee

..d .¥il･Z2;,2f,g."5 kg.3Sagkb.h';.¥2.ryi g. gg;ge g?. the conditions

                                        L                                        '     rn outr opinion, the 'definitib' ri)I:si' hould ].e simpZy worded,

g,agil,,gO.g2e,g]iLgki,Eh,s.g::y. o"e gf i'ts kinde..,Allye ..aii, it

                                           t-     A first svep. woul.d be to tz?y to defipg. -.the term "outer

spaceti as such, outer space being considered qs a specifie

,enviroument tt''hd the other de£initions then fgZloTdng dLrectiye

There are tuo points to be made in this connexion:

     1. "At a g.reat distanc'etfrom the Eartl}.f ,above 100,Ooo

kiZometresj 'leqth. example - the term "outer spag.e" raises no

particul'ar di"ffl'cuzty. The same iS' true, l.nci.dentally, of

tlie terms "M6,9Ti" and. "celest-,al bodies".

                           --44-
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      2a rn French? the "uerm ttouter spacett or ttewes ce

 er:'trL2iA,t;uue2suhtat-,v2gwoJ':, whj.ch implies space outside the Earthis

 atmosphere, leaves much to be desired in itself. Some

 scientists set the upper limit of the atmosphere at an

 altitude of,1,OOO kilometres or even more, which is higher

 than the orbit of some satellites, although no one questions`

 the'fact that they are covered by the.'tSpace Mreatytt. If

 one lists the various measurable parameters thalr might be-

 used to define spaee,'onlie finds Cirst of ail that there are

 a great nunber of them (denstty, temperature, intensity of

 the magnetic field, level of radiation, altitude or distance
from the Earth, etc.), but that in the vicinity of the Earth

 they all depend mor,e of less di.rectly on aZtitude and, what

is more, they are more difficult and l.,ess conventent to

useanddete,l?minethanaltitude. ,.
      Zn vibw of the eriteria we have set for a definition,

 thetefore, altitude seems the only parameter to adopte

      Pract±i ai difficulties then arise. Aircraft flytng

         t- t .-
 through t4,e, ,,.ajr, ;-inose Zower limit l.s, the Earthts sur£ace,

,a].'s,lgb,".L'd."ggyt-2:g.g;".;:"g.d 2Y.,gh,:,g'fiZa,C8.::ggXYL'fi. ".,･,. ..d

 outer space, which extends'upwa'rds without limit, this'

boundary b'eing the lower limit of outer space. The aititude
                                             -- of this limit ha.s to be quite low (eighty kilometres, for

.example) in.g;de;.,to be loweic thai), the level at whieh

        .s , satellites may operate. Zn these.circurpstances, aireraft

 of the future which have a ballistic trajecto2rsr for part
                     . of the way woul.d p.e..netrate intd ourter space, and so would

          :.military baLlistie devices, whieh all States agree aa?e not

 covered by the "Space Treaty", but whieh can rise to altitudes

                                                               '
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of severai thousands of' lcilometres.'' ･ ' ' -'
     Vle are thus led to a first conclusion: a satisfactory

definition of outer space as such, based on･scieritific criteriaJ

i.e.usingeasilymeasurableparameVerS,isimpossible. It '

is necesisary to try other approaches. ;' . '
     A glance at the "Space Treaty" wilZ show that there are

                                                       -l-in fact two different concepts to be defined. - ii･ :

     The''term "'outer space" has to-be defined, obviouslys but ･

itdoesnotappearbyitselfuntilarticle!Z,whichstates e
that outer space is not subject to nationaL apprOpriation and"'

                                  ,that state's eannot exereise sovereignty there.- Evetywhere' '

else, the Treaty refers directly o]? indirect2y tio t'activities '

in the exploration and use of outer space, inclu'ding the Moon

andotherCelestial' bodies";wh:'Lcli-we'IStlggest"MaY'i-more'Simply ･

becalled"spaceactivitiesft. -.:･,･･:i'''  /:L`i.:-. ':- ':,-

     As'regatds the first term,E which is used' in 'cbnnexion

with the limit bn States' sovereignty,'it may be. sal'd that we'`･'

are still ih theJsatne situation toda'y as'in l959 and that it

does not seem essential or evdn a matter bf high priority

thata'precisede£ihitionshoul.dbeadopted.i-"'" '-･' 1･ J''･

     On the other hand,' it seemS absolutely necessarYithat･ '
9,gi.e2[len.'P.,ih.O,lll.g.?,e,i'eache9quickiygnwhfFi?meantbyr･., e

     The're.se'eni 'to''l5'le two possible'methods'of. arrivi.ng`a;t a: '} '

definition:'･i ･' ･･ ･- ., '･i'･･.::-T'-',''i..1'.
,.,,.tii.S¥,a2e,;e.:Z5VlgiEl'i2,ga?.g:.geilgP,;g.2y,,.th,e,:e,gll,:g,ger- ..,

spaceprobes). ' ' ' '''':';'';'' '`' '
     The question is whether soundi.ng balloons are included

anditisaquestionwhichcertainlydeseteves'tobedebated. ''

                   '
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.

     Sothnding baUoons have been being launched for a'

very Zong time, since ";ell before there was anY:talk of

artificial satellites. Zn additiort, since they use the air

for lifti, they are obviously covered by air law and must

comply wtch its prokrisions (perrrrtssi'on to fZy over, etce)e

There are tvro reasons, however, why there aliso seems to

be some advantage in regarding them as space vehicZese
   .
    'The first ts connected with''the radio links "Jhich

are established by means of these balZoons. Zt wouLd be

desirable for them to be rebbgnized - which they dre not

at present ･-. as having the right to use certain.'' frequency

bands 'which ITU has aUocated for space se]rvices. Very'

often, the balloonS are used in"'systbins in'combination with

space vehieles proper (satellites ana sounding rockets-) and

are operated by space research b6dies in whose eyes they are

a means o£ research just like the 'rest'ahid' in sonie respeets

indistinguishable..For reasons of convenience and econ6mY,'
they sliouLd be able to use the same equipment and radio 1'''":'

frequencies as spade: vehicZes (it sihould be rioted in this' '

connexion that for links ntth souriding balioons meteorological

ser"viees at present use the frequency bands allocated for

ai.d to meteoroZogy ahd not the'aer6nautical ffoequencieS-

                         'aLlocatedtoatic6raft).i'''･ :' '
     The second reason is that･it seemS:'d'e'''sirable that sorrie

or even aLZ the articZeslin the "Space Treaty" should a[pply

to spaee activities conducted with the help of soundi.ng

balloons (for example,i･article VZZ!, on the･obligati6n to

retu]mobjeets.) ''･ :z''' '.                                                      '                                                    .                                                 '         - .....,. ,-. .1/, t-. t :
                1 '-
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       2! Space activities can also be defined according to

  their s23uu32gg]"P 90See

       Space activit'ies mould then be "activities whose purpose

                    i  it is to send objects above the main layers oS the atmospherett.

       :f it seems necessary' to define exactly what is meant

 ･by t,above the mat.,z}, layers of the atmospherel' aiid what altitude

  is implied thereby and if it is agreed that aetivities conducted
  -d -t---
  wi.th .the help of sounding balloons are not 'tspace activitiestt, ･

･thealtitudemightbesetatfortyorfiftykilometres,for e
  example, whigh.,is the maximum altiVUde rea6hed by balloons.

                                    :     ,       At aLZ events, the first method 6f definition (according

  to the means) is probably.less good than the second (according

 to the E}l3srl2gggo e) and it is therefore the latter that the French

 delegationproposesshouldbestudiedfurther. '
      This second method elinitt'ates some of the difficulties

 created by the existence or .fUture existenee of aircraft

 travelling part of the way, 'at a high altitude with a

 ballistic trajeetory and by miiitary ballistic deviees, the

 prime atm of activities involving such de'vicesi not being to

 send objects.tQ a high altitude, but to move objects from ･
opg pgt:t,,gormg;z`,h2i,g",gh,.e. .: :2. l:,ld,gr,gltis :g"g,zllt' lil.ld;ii,,,'

llitl;llZ£ggOSte. iadeO?,tg6ddb7,kllltilllijll:l:si$:u;sU.fcor .th:.gitr,ench) terrps rtstation

- Tnadptition,･adefinitionofthiskindc6uldbeworked
 out quicklY and accepted at least on a protisional basise

      But it is obvious that no de£inition applicable to space

 activities ean be finaLly adopted until a complete list of

 what are to be recognized as space activities has been

 established, -and the French delegation wouLd like to take
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this opportunity to repeat

shouid also be undertaken

Committee.

 its request that

under the auspices

  e--md--e--
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                                   Wonking Paper
                                   CANADA

    ' -------MM---.NlCO"IMZtuTEE ON THE PEACEFUL USES OF OU!PER SPACE
  ･SC!ENTZFi!C AND TECHNZCAL SUB-COIY[ISIZTTEE

' ,' '
it2etl;Lxutz;Ssl2..g2:.-9gSg;g.f .tnfCltit Sc

                                        '     (Zt is submitted that the following might sdrve as a

      framework for an answer to the questions put by the,

      Legal-Sub-Committee. The eriteria are suggested as '

      ilZus'trative only- and the values given are sul)ject to

      'correction as time has, not b.een .available £or

      comparison with latest experimental results).
                                          : ..J..
           "
     Zn response to the questions contained in the letter
                                                   'from the Chai.rman of the Legal Sub-qommi.ttee on the Peaceful
Uses bf Outer Space and passed by ttii:1drter tio the Chaiirman

oftheScientificandTechnicalSub-Committee(document L
A/ACel05/Cel/Le22) concerning a definition of "Outet Space",

                                         J-                                     -tthe Scientific and TechnicaL Sub-Committ.ee has d;scussed'

                                     .-various seientific and technical critepta as listed below.

Zn each-case, comments are made concerning such things as .,

                                                           'the reliability and constancy of the.criteriae

     Zt uiIZI-be seen that few, .if.any, ofl these criteria'

          'forin a usefuL, practical dividing line between inner and

out6'r'ispace when:･ ･the objective is to-find .such a line o;,

                                                     t-more properly,･a:Ltsunface-below whieh nation,al s. pvereigpty ,.

over airspaee prevails and above which.caFi .be applied

conditionsi of -s'uch agreeucnts as the Trea#y.,.,.concerning ttie

Adtivities of States in the Exploratign and Use of Outer ,

Space,'the Moon and other CelestiaZ BodZes,... .

          -.-        t ttt t       tttt--tt - /                                 .                                      '              -t                        .                                          '
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     Tt may be of interest to examine the praetices of

various scientists in .th.e. "t..ls..i-g.g of the term "outer space".

Many physicists speak of 'space as beginning,above 100 .kilometers･,.
below which stable satellite orbits are n6t pe'ssible.･ ''Others

discuss inner space as extending '£r-o-m below the l.gnesptpgre

(60 krn.) to the outer lintts of the tearlidrop shaped ･

magnetosphere(radiusons'unward,side:about.65,OQOkme,or10 ･･

earthtsradiiwitha"taii".ex'tendingbeyondthemoon). To ,-･
                                                               '
these physicists outer spaee･'lies'･beyond the magnetospheree ,,L, .e
                                                                'To stellar ast)ranomers, the whole solar system･Zies.in ,inne.r,.,i.･･

space whi.le outer space begins far beyond itsilint.tse. -/ :,･. .-･i･.:

                       ,Scientists suffer onl-y.'momentary'ineonveniences from.the ', ., ,.,

lack of agreed de£initions and are able to redefine these

terTns as requiredi･i'and as convenient. Littleior no eonfusion ., .-I,;

iscreatedbecauseithetermsareusedmerely,todescribein --
generaZ te]mis･the 'loeat'ions'-,of'various･.phenomena.,

     Zt is evident that;-a definttion-use£ulIfor.,'legaZ puirposes
                                                                '
will have tQ''take into aecount the vehicles,which,traveZ or. ,,./...

are located above'or beZow the diViding surfqce and which may ,.,:-h,.1,

del±berately or･inadVerteritly eross･･through the･sur£ace. li

[DheScientific･'andTech]i.calSub-CommitteewouLdbe,pleased .･
                                                                  e
to attempt to answer specific questions about the performanqe -

and characteristics'bf." vehicles whieh might move in,.the vicipt, ty ;

of any arbitrariZy ehosen,dividing sur£acee Zt might be.･ c. ,. ,･･-
                                                                     -
noted,asoneexampleithat,ifourdeseendantschoosetp .,･.･.-
use vehicles on･ banistic .paths for transportation b' etwee.n.-.. ,

eontinents or from"one' extreme to the other of,a large coun.t.ry ･1.,

or region, such: vehicZes might well rise to alti.tudes of ･ ･.:
                                                              .:d
Z500 lrm. Similarly any spaeeeraft not using propulsive ., ,･･.,:r,1.

actionswiLichpenetratesbeipw80km.:w:'Lll･spiralinte- ,

                           -5 4-

.

.

t
･

e

1

be

nl

      earth er burn up due to atmospheric friction. [Vhus the
      purpose b.e.hind 'a' given fligl}t maSr well be 'th6' most 'important

      i. :･･cg.oz.seg,'bl:.p:' n::gmsg,ty'eg lg,;hfii"l'lll･:l :,.?:,eagg･ll･l2･ ib::il¥･ g,

   ,. never passes outside the reaims of nqptonal s.g.v.breignties6

      1. GravitationaZ Effects - 256,OOO km! (radiUsi')e. ,At this'''.

                       ' distance £rom the earth,.th,g ,･
          gravitqtional. attraction of the earth is egual Pg...that
e.. ,,- of thesun. This and smi.Zar criteria based on the.-.Tnoon.

    , .' :or on other ratios of.gravitational effects are well ,.1

          defined but suffer because they lack any simply
          reeognizabie characteristics. When the rati.o is unitS..

    " :2.,fiigh,er.,g:e, g;i:"..gl iunar g..aser the;g gs an..anai:.g¥. .,

･,,･

; 2e mutt o he cDn t ･- lso km. (ait'ttude)'. 'At about.this

                                altitude t,h. e density of the earth's
                                                          .          atmosphere drops to a vaLue of qne Ipillio4.,rnil,lionth of

          a gram per cubic centimeter, a value typicaZ of inter- .

          planetany space. Unfortunately it is not possibZe to
          state this altitude with 'precision'.as the densiLy bf'

.a.;2.gibial.is･gi".tgc"Ptl..antteyt,?ryspacelsdepepdentonthe ,,

      3e ;tgLSIpgER2sxil,gnlAg}iLttm io h cL t- 20,OOO to 50,dOO km. (radi.us) (3 to

                   . 's eapthes radii). [inLe atmosphere of

          the earth may be.6Qnsidered to end at'an aS yet iil--

          defined di.stanee ndthin whieh the tTatmo'spheret' shordt

          significant tenderieies to rotate with the earth'b ' J･::. .

                              JJ-- .i                                                                 '
     -                  '                         -.:- .- ..- :.                                                                t-                                              '
 .{.tr:.-- t.tl:/: t t .tT-t-.
                                 -5 5-
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4e ,tELJzagsu2kgl:ls2..S2gggti;twSILst herceonstztutioA

    most are variable with solar

     other cauSes, and some lead

     altitude. !n this class

     rel'ative abundance of vanous

     hydrogen･,,helium and ozone,

     lower atmosphere where nitrogen

     Another sinilar class wquld

     abundanees of neutrai Emd

     and atoms.･ !t is in this

     ionosphere is founde

･5. Reentr Heati -85-105
         tt                       oceurrMg

     cases if they approach ntthin

     most dense･of heavy spacg

     'and heating effects and
    .
     these altitudes.i

 6e 2tZ{]gpgS;l,s:mlS21SggseI n t e Effects ･. 80siOOO

                    '        '                        At this

     earth toTtiards the sun, the

     magnetic fieZd produces

     medium (the solar wind)

     ship or the stitick front

     not yet weZl de£ined and

     'As stated previously t4ese

 little valy.e,in defining euter

 [[!hey are illustrative of the

 use and will continue to use

 - 60 to 5000 kne (altitude)e

   PTany criteria are availables

     activity, time of day and

    to modee than one vaLue o£
                           - -:t
 of criteria are such items as

 ' chemicalsubstancessuchas
    as cg:.grg;lgt;gg.wi 2,g.h:..gO,EI.Pai

    be defined on the relative

  ionizeq. particles, - molecules

  altitude range that the

      '                         '                            i
   km'.'(altitude). NaturalZy.

' meteorites burn up in most .
                        '
      these limits. anZ but the

.,:iagac'IJ,:"f.f.g,ms･;･g?,g.iaF..;., .

        -t t
           '         L･ J

        - tt                  .                   'I  km. (radius) (i5 earthrs radii).

   di.stanee from the centre of the

   pressure o£ the earth and its

effects on the ･interplanetary

analogous' ･to ･the bow wave of, a

of a projectirp.!,i, "This,qp,1 g. R.,,,.ce ls

 is beZieVed to be varrtabZee

       t.    crit6tia are probahly of

   space for legal'purposese:･
 consider-at:ioh's' that'seieintiSts

 mhen describing the distinetions

-56-
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between various parts of space. Some of these such as the

ionosphere and the shock front provide real sign.posts

in that physical processes can be seen to be different on

the two sidese The ionosphere, for example, shields the

earth below it from radio waves of certain frequeneies. Zt

is, however, a highly variable shield and sign-posts such

as these are not seriously offered as suitable £or defining

ttouter spacette

     :n conclusion it might be worth remembering that the

meter was originaliy conceived as one ten--millionth of, the

distance from the equator to a pole measured aLong the

earthts surface. Thus one one-hundredth of the same distance

is 1oo kme and one one-hundredth of the radtus of the earth

is 64 km. Either of these vaLues might prove use£ul as

starting points in a' search for a practical lirnitation to･

national sovereignty in airspace.

i
i
/
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．言π

　　　穿宙室間の定義K関する各囚汽表の意見

　　　　　　　　　（却6’回会｝・期の留議状況）　　　，

菌回忌粋　ゴ．淑＼委の風蓮議争要旨

／　スエーデンニ

（イ）　カナダのワ’キングペーパは惹種0）科’孝酌基準老挙｝ブていろ7ぐ　法的定叢）く使し

　　え・ろ明確聾のiね・。し6＼し，ど二加（一縦画しく与髄区分すうとい曾り専

　　見k同意サろ。

⑳万ンスの「輔繍の働磁ついて臓と定めろ」．といろアブ匹チの方

注：∫本：．資・料・は廃～壱｝1欧1（まとめた．16の●である・

　　　　　　　　　　　　　　　　（つ



㌧

　法、でな弾弓下行乏すみ’繭疽機承伐表た賜・合、1序題承おろ．

的大気圏ヒ三姫向の．向Kは、・ぐッフプソ㌧ン編三軸劉前の下限肝き

　汐だげイ込い方づぐよい。

ヌF、　才一ス、トリァニ

　　三教は！穿窃室同の利・用向からアプローチす＼きであ㌃、　（フランス蜜と支梼つ

3、　フランスニ

σ）字菌室肉・穿宙活動の定義Klさ、次ごrερ硬eヒ04あん．5ンク硬4

　　勲腸準幽る融磁鋤翻白で騨扁ろ．
ぐのスェーデンイ臓の意見の’ ?i涛噸成，

oま）　：大体5〃マイ｝レ（8〃1りπ）添ぽい．

（二）　：穿密活動の定’議は、穿窃室．向の定裟より’6急し1て・決：めろ虹要づvあろ。

　　法．ヌば干網卸くまらて磁できろ）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　（．ρ～）

ヒの境と

（利用方



馬

ρ

4　チエコスロベキア；　　　　　　　　　　●

　　凹凹軌定姦ずろの嫡謝＼どう4＼疑「塑あろ’，

5覧　イタりア：

（イ）野上め餉と軸室何ヒと齢すろiE晦鰍K＞れ一婬耕1倫ろ群

　　壱勺基準はコ1｝．

㈱’ ｱろ舗∫肝㌦幡鎌嘗める・肋の限馳しで醐している融ノ〃

　　ノく呪を穿丁子同4）≠眼とすろのがよ1｝．　　　　　　　　　　　　1

脚フラン繍勧学能鞭禰の定義咽弱促馳・法腰回琳6ズあっ

　　左肋でねく陽解寸うとしく砿・ト季で繕うべ誓あろ・
’

’

∠ζ　アメりカ：、

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（イ）癖∫卿eと・α砂鱗ceは約／〃烈1レの・噛ファーゾ’一ン紛れ

※三下r畝6ど屍謡龍か。η勉乙ご賊∠施乙肌こご。η：自際穿宙航行連盟　．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　θ2

o
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●

　てC】る．

（ロ）　穿雷活動の三教のr司題’は　臼固の導i’コ！教門相談、し奄け岨kr先K倫議すろこヒに〔

　Bく．来含・乙、．　また、　本ノ｝＼委に：；封・しj三・多く1に見，声渥；色：求：めら。民て’乙いコ（、・

o＼）　穿窃活動在ロセ急Kよって定1議づけろ二とに可‘能一であろうが了

ク．イキリス＝

　　ノタリアの意見K墳成，

●

8　アルゼンチン：

　　フラン入の提索ぱ紫急性承なD。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　リ
タ　アノリカ；

（わ雄3鮮eと∂磁躯。e碗界麺綻卜定あ轡型賄い．

⑳自国の坊騒温すみ繭物脆倹知すろことd・紹ろ国だ肱この向題｝課
　　　　　　’　　　　　　　　　　　　　　　　（幻

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　驚



，

ロ未を，；角していろ．

●
／、ク　イ：クけア：

　（イ）アメりカの意見K対し、「・ナベ（の園は穿窃物猟の洛下してくろ危強こ性之肩っ

　　くし、ろのだ」と及論。

㈲与鯖動蟻Kっ破丙一司恥噸顧励班各敏学縄と融すろ訪，
　　辱諸すろようi〈：してはどう6＼．

ヅ／ソ　蓮ゴ

　の宇宙室回の定義Kは

　　’の　室向の中と蓮動すろ物体に室気力の切らがな‘、空回ぞあろヒ寸ろ察

　　②　　ス＼工衝：星かぐ大気Kよって減速さ冴’し，　i密該：の高い層へ落下づ’る前K：少《　ヒく6、・

　　　地球亀完全＼1く一周すろ〕最～砥島震た下限：ヒ寸ろ柴　　・　　　　　　　　　　’

　　③地域の麺場あるし順動場の卿性1ぐ基づいて定励ろ察
　　　　　　　　　　　　　　　　　　‘刃
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3

　脅ビ種々あるが，し）ガ‘η1も緒廟では汽い．

（ロ）旧椥縛宙の裸登花ト?pのオ法あろ田調的1ほっ（科陛足，bるニヒ姻

　難である。　　　　　　　　，

　　　ρ・ジ　7歩ノ1＼委ほ）欠回KおU、てぐ6、　本T司’遅鼠の老察1老継．淫すべrきであζ♪．

ノヌ、インド；

④穿宙室画あ下1艮のノ切1（大気圏の上職定め三組ひ．（忌めち．その部

　　励鮪の齢氏勉のぞ敵卑く諮票鞍圧れ圧鮒賄生艇馳狛，
　　瘍・合＼之ρ艮，尿ヒゆる）

　（切　　カナダ代表〃）堤累のように！　高廠ノ〃〃k二二定めれにf’大気圏承終って2冬ぴ久一

　　瓦老例osρ他川。　∫ρ呪ごe．♂ぐ始迂ろ商阿亀繍癌K定義できよづ。

ノ3、フランズ：

　　大気圏の上P辰左定めう方法k同箆、する。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　ぐ6ノ



σ

ノ4　カナタ：

　　1島震　／〃〃汽％の六気の成づ分・6周；期的にまたアト・ランダムに優イヒすうため、六

綱鍍桝るの’ム’・α亡αερ久ぐe破和る鍍｝蝋麟と価る・

／‘口　本；

　（イ）法、小委・の虫した質同書の定羨K到逢するのは困難であろ．

　Qコ♪　引3続いて本同題と討議寸ろ二しが本・］＼委∂）任務で乃る・

（以　ヒ）

』9

‘？）
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●

●

辱：窪i空間の定．，義に関する科1竿枝術的クニ・・イアリア（理り

季クー8

　穿宙室向亀定；三寸ろのK参、看ヒ恋る科・洋枝衡餉クライテリアは次のよう’くか類．でき

う。

σ）地抹大気の物裡的特・性およがラ見象K基づくクライテリア

エス）　重力嘱お’よが惣；索三夕湯K嵐淫す．るクライテリア

ζ3腔物よび三二衛の技糊P鰍罐すろクラ例ア
　～ムちちん，上一言乙のすタての種：類のクライチリア嵐梱互．K　1芙丁：皇を．ノ角していうが㌧　：二こ

硝、各回ク列デリアKついて概橘的K説・肌たあしで鯵勘多くの物理蔚

特性およ〃槻象乏クラ行りアヒして列挙し，物理的特住馳が塊象嫡抜’高の蜘く

酉乙ラ弓していろ．

　緬煉の物理鰭帥ω蜘尺国P継準焔ノ％黛の伽麟鯵郷
て示レ六気の蒋・｝圭は結皮季寵・既旛向おまび太陽酒動徽よって蜘ヒ凍るので’

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一1一

一



》

下向の島辺ヒ山雨すうため、梗宜的K乎均人気もデノレ劃砿レて0軌

／地旅大気の物理的鵜生およか現勲基ずくクライテツア

　　大気の温巌ン組成．・お・よが宿底の至直分布は智洋的クライテリア6あろと老九ら

　畝1う。

　（！♪　弛封く．大：気の温；畷

　　　六気の乙鳥ぱ．高茂R応じ特徴のちろ委化とし，三山圏ぐは高さ呑噸ナKっ畝て

　減少頻・嗣の働は柏ポポーズ祉哲が㌧肋融は・醐庚ぐは7縦

　　熱帯頒域でぱノ8κ例附近で、その高さ亀褒動して（1ろ．中網蔑Kおいてさえ佑

　　トロホ：9ノピーズの高塵は、高ま在は低気圧育よが＾局地的覆湿し導の大気条イ牛｝く応●σて．

　　約ク〆くっれイ、ら／4女クπ1く：わたっていろ。

　　　トロ7kO木〃一スごの上部1（に1嚢穿温々負域6べ乏）リ、　約35／く鮫　尺　；まで．痙してく】て、　そこ

　　で大気の対流運動が弱められる．　二の頒域の彦さば場所ヒ時向K応じて変動し，

　　囎蘭欧吸づ噸くなろこヒ・6あろ．
　　　　　　　　　　　　　　　　　一2一
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●

！

　　　●

ヒ．含る．：二の高蕨｝づ、一敏にストラト木㌧ズと呼1｛・砥ろ．この温暖礪目音の翼常

伝三三惹起寸る．　　　　　　，

温馳．そのあと，メゾボーズ’ i8。＿封κ、∂1駒つづ嚇し．仁で最〕＼

嵐奮ろ．．甥凱陶三三三態剛三分二郎ゾ、ピ．ス・D下の卿二二，定

である。’

　濃農1ゴ／〃0ないし5〃∂ノくつノIK＝めちろ顔圏に4ケqく上二昇する．興圏の肉部お・

ろ、

綱の螂の冷繍訂逸姻と呼ばこrし，ぞ∴筒擁儲の瀦1銘んビ捷

である．

ヰ裡粒手の地回・らの迭三口、湿壌が充分1ぐ高く，惣山4。忌みに低いたわ，塾

蜜圏の基底部の上部び始まろ。

　　　　　　　　　　　　　　　　　一3一
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●

●

α）六寒の組成

　　六気の平均分手量は8〃二／〃〃κ呪の高さまζ一定であろ．この高台以とで

　は、で嵌1ゴ、！分』しお・．よび原・手の解離およが六、気の施洋的組成の養施のため除トぐK

　減少すろ，

　　高さ　ノ。一∫6　！く窺に三二ゾ’ン’層が＾あろ。二二は太陽爆外、練1と雨曇し～‘と大気中の

　縣研織って’形成さ爪る。・上甑翻は、オゾン獄陽蜘蘇た蜘四灯

　うちめK下部よリ勉齢駅ある．　　　’　　　　　　　　，

　　豹ク∂κ卯Z以ヒの電離大知訂言忌層ヒ呼1ごむ尺る．＝1贈3っ♪主剛層、ウ層

　クルー9。繰、礁9。L／5・κ，π、礪／功k，，酬と一く・矧される・．

　そ斑らねすべて太陽の電離放射線Kよって形威さ論る．

　　〃〃づ〃・鰍の六気碩へ1リウム今子承麺幽砺り、場網，3〃。炊

　以上の大気の圭威分と奄る．そ岨ら筒そレKと・嵌へりオノスフェアお・よぴプロトノ

　スフェァヒ呼ぱ嵌る．　プロトノ客フェアの組成に［惑星回気体の組戌と同係で「ある．

　’　　　　　　　　　　　　　　　　　、4く、



，

’

ぐ32・触鵬さK応辰変ノヒし，／ガ験伽3となる融一ノ5∂・κ飢以上筋

た必らよ購馳減少する．

（4）　その池の現象、

　　以上のほ猟煉の鵬、温幽よが繊の尺靴レで．オ幻ラ，概ある

　い1訓＼血石の白馬・消失ヒωつた現象丞ある．

　　才一、コうちよが夜光円高工ネ1レギー粒手の人気への侵入によって惹起さ激ゐ。．

　その兆光面面♂∂．な。し3〃κ侃1肋たろ．侵蹄好1隷る発光の高さぱ、1

　その粒子のエネルギ’一ヒ型．およが犬気の倦光成分の型尺応σて蓼ミ’る．

　　ほとんどすドての・卜瞬石繭径〃、ノー／？臓の琳であなξ眠ら撚榊1ぐ

　2。一初回魂6の雌で入る時犬気と発光させ渚のあと焼えっ叙消滅す

　る．そ継御骸の高震は豹5〃卿π♂・ら約ノ5・κっ尺の同にみ布してこ珍．

え、動お’よが地球石並場1て衡連するクライテリア

　（り　：地球；磁：場】Z肉蓮．するクライテリァ

　　　・　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一8一
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　地回ミの外翻六気に．わ0て，　地彦k磁賜によク才甫1足．さ尿た高エネノレギー粗’子’ぱヴァ

ツアレン轍崩放射線帯と呼ば欧ゐ顛域鰯成すなこの帯あ傭魔馴苺／レ““

をいし／タ〃〃κηz，の高さにある。

　地球磁場1こよって摘促さ眠レ感回向気本に封し棺釘的に遙動ずる気体は、磁気
　　　　　　　　　　　、
圏左横成する．死並気1塾0）夕｝＼縁ぱノ〃，〃。ノ〈ηのオーダーの距離にコ五下すうと考え

ら〃して‘、ろ。　　　　　　　　．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ゆ

（Z）　重力錫K庚1蓮するクライテ1∫ア

　　轍の焔気噸越め鰍1～よ磁樗力純齢動尺等と・く筋細〃〃・

燃の融まで娩球凹凹射ゐ，この限恥壮幽遠ノ切の六鰹瞳力の

六弩罐えド構気門岬加め紬）狙卿齪芙回転しな吐塩ら
　磁ろ。

　　太陽と一地下の重力がつり合う約。24’6．〃グ〃κワηの距爵生は，グラ・イチリアあ／つ

　：ヒして禾II｝…君でき’る。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　一♂一『
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3室物まび．繭鯛飛肋三白鰍界に三寸うクラ行りア

　（／）」抗室機ま1三は．気短：と利用する活動に与宙室向におり・る，．店動ξ1コ有いと．巻えらμて

　　る。重物裾野機およ〃ぐ気疎と坂卜すみと，前・御ヂ均勿κ三階ヒでば・K平K飛

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ノ　　行できず，訳た後弾は約4〃’k％階上にロ上：昇で質n。約／〃’沢勉まζに到

　　蓬した雁行’機Kついての報告があろづぐ，その飛灯は特：弼k含手鍛Kよって行右われ

　　勘，のであり’で滋雨謡言・とは老え’ら画し汗あろう・

（2）　入エ等星老利田しすろ活動写字宙室「司にお・けろ1乙のと考えられろ．　ただし，　人二

　平門とは詑寵回避薗乙紐ゲら販凹凹あ．訓らの物砥のほとんビすべての最イ特包遭

　ま納蜘鎚地縮廣蔚斜向にあると猷られ．紳ムの．高ノ勲ク“奮‘・し

　ノ、2〃κ％の範i郵にあろ，

一2一
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ｱの高さ高高　，場所，太陽活動肉ζ応

i（3識室機癖絢景職．

（4）

‘5つ

｛鈴3

　　　　　　　　　　　　　オゾンはこの頒域で比較的K豊富であろ．

の航室機の定教練要ざある，　一　・　　’　　＼
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　　坐，ト狩ズ’
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の、鳳一如鋪二の融の村止で鰍寸る。
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この島さぱ太揚活動震

ｱのク　ライ　チリ才ンは

　　この島さぱ太揚活動震お・よが躊肉に1むじて愛化すろ6℃

　　このク列チリ才ンは⑳撚び。19！｝璽鋤・も．

（／♪　二∂）高さは二尺一気騒庚の沃笈で珍る。　，’

その委イしの三三団灯狭い．

グ2）・〕・順石銀現鍾鹿最ぺの高凌’

し
払
ノ
／
“
燃
i

（客）　Oのクラオテリオ』シは　ぐの　と肉箆する．

⑳オーロラ秒よ〃液光の下曝

1き30一ノ〃〃κ

のこのク列デリわは、大矯働よび繰の尺脚ある・
A， 、　　　　　　　●

ぐ！ノ　麟野分、手にr気丈し々台めそ）。

卿　電離層の三層 〃〃一ノヌ〃勧乙

i の糸雨恥太湯活動度の影計うげろ帆E・納戸白糸庖ど一足で励・
一櫓，一噂唱｝鱒幅，■つ一　・旧　，■●一，・7■一・辱　・一・・r

@　　　　　　　　　　　　　　　7 ㎜　

㈹　申性粒手の’三洋的逃脱，
§レ〃・一三 ω　二飢．ロ汰気海壌およ〃峨震の馳ス濃である．。

κワπ の　早戸の高さぱ太陽活動蔑お・よが時同によりXきく田々。
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